
（様式１－１） 

① 申請者 

 神奈川県  横 須 賀 市 

② タイプ 
地域型 / シリアル型 

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ 

◎ 広 島 県  呉 市 

 長 崎 県  佐 世 保 市 

 京 都 府  舞 鶴 市 

③ タイトル   

鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴 

～日本近代化の躍動を体感できるまち～ 

④ ストーリーの概要（２００字程度） 

明治期の日本は、近代国家として西欧列強に渡り合うための海防力を備えることが急

務であった。このため、国家プロジェクトにより天然の良港を四つ選び軍港を築いた。

静かな農漁村に人と先端技術を集積し、海軍諸機関と共に水道、鉄道などのインフラが

急速に整備され、日本の近代化を推し進めた四つの軍港都市が誕生した。百年を超えた

今もなお現役で稼働する施設も多く、躍動した往時の姿を残す旧軍港四市は、どこか懐
なつ

か

しくも逞
たくま

しく、今も訪れる人々を惹
ひ

きつけてやまない。 

横須賀港 呉港 

佐世保港 舞鶴港 



広島県
　呉市

長崎県
　佐世保市

京都府
　舞鶴市

神奈川県
　横須賀市

横須賀・呉・佐世保・舞鶴４市の位置図

（様式１－２）





（様式１－２）
構成文化財の位置図（呉市）

　拡大図１

　拡大図２ 拡大図３

広島県

呉市

拡大図１

拡大図２

⑤

⑪

⑨

入船山記念館

① 旧呉鎮守府司令長官官舎

② 旧東郷家住宅離れ

⑧ 旧呉海軍工廠塔時計

⑩ 旧高烏砲台火薬庫

⑫ 呉軍港全図

海上自衛隊呉地方総監部第一庁舎（旧呉鎮

守府庁舎）、地区内のれんが建物群及び呉

鎮守府地下施設群

呉市海事歴史科学館

（大和ミュージアム）の所蔵資料

呉市水道局二河水源地取入口

歴史の見える丘

旧呉海軍工廠海軍技手養成所跡と周辺の海軍遺構

高烏砲台跡

アレイからすこじま

昭和町れんが倉庫群

本庄水源地堰堤水道施設

ジャパンマリンユナイテッド

（株）呉事業所（旧呉海軍工廠造

船部造船船渠）大屋根及び地区内

関連施設群

長迫公園（旧海軍墓地）
⑯

⑭

⑦

⑰

⑥

④

③

呉市水道局宮原浄水場低区配水池⑬

大空山砲台跡

⑪

⑮

⑱

海上保安大学校煉瓦ホール

（旧呉海軍工廠砲熕部火工場機械室）

５ ラッパ君が代

拡大図３

亀ヶ首発射場跡

⑲



（様式 1-2） 

構成文化財の位置図（佐世保市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 1 

 

拡大図 2 

 

拡大図 3 

拡大図 5 

 

拡大図 8 

拡大図 9 

拡大図 4 

干尽倉庫群 

拡大図 6 

拡大図 7 

拡大図 10 

前畑火薬庫 

東山公園(旧海軍墓地) 

九州旅客鉄道㈱鉄道施設群 

佐世保要塞及び関連施設 

(旧佐世保弾薬本庫) 

松浦鉄道㈱鉄道施設群 

佐世保重工業㈱250 トンクレーン 

立神煉瓦倉庫群 

佐世保重工業㈱佐世保造船所 

(旧海軍工廠施設群) 

赤崎貯油所地下重油槽 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(弓張岳高射砲台跡) 

平瀬煉瓦倉庫群 

立神係船池 

(旧修理艦船繋留場) 

西九州倉庫㈱前畑一号倉庫 

(旧第五水雷庫) 

吉村長策関連資料群 

(市立図書館所蔵) 

佐世保重工業㈱第 5・第 6 ドック 

佐世保鎮守府水道施設群 

(郭公藪水源地) 

佐世保鎮守府関連記念碑群 

(四十三号潜水艦の碑) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(矢岳貯水所) 

佐世保鎮守府庁・海兵団関連施設群 

（海上自衛隊平瀬庁舎、旧火薬庫） 

（総監部施設群） 

佐世保鎮守府関連記念碑群 

(海軍工廠招魂碑) 

(役夫死者の碑) 

佐世保要塞及び関連施設 

(旧佐世保要塞砲兵連隊跡) 

吉村長策関連資料群 

(市水道局所蔵) 

佐世保市民文化ホール 

(旧佐世保鎮守府凱旋記念館) 



拡大図 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧佐世保無線電信所(針尾送信

所)施設 

南風崎トンネル 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(錐崎高射砲台跡) 

佐世保鎮守府関連記念碑群 

(煉瓦職人墓碑) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(古里高射砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(大崎高射砲台跡) 

九州旅客鉄道㈱鉄道施設群 

早岐駅のスイッチバック 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(無窮洞) 



拡大図 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(猫山高射砲台跡) 

佐世保市水道局水道施設群 

(上原貯水池・浄水場) 

清水の瀬橋梁 

九州旅客鉄道㈱鉄道施設群 九州旅客鉄道㈱鉄道施設群 

佐世保要塞及び関連施設 

(高後崎砲台跡) 

佐世保要塞及び関連施設 

(馬川兵舎跡・演習砲台跡) 

佐世保要塞及び関連施設 

(俵ヶ浦弾薬本庫) 

佐世保要塞及び関連施設 

(小首砲台跡・地区司令所跡) 

佐世保要塞及び関連施設 

(丸出山砲台跡・観測所跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(庵浦高射砲台跡) 

庵崎地下重油槽 

佐世保鎮守府関連記念碑群 

(庵崎重油槽建設記念碑) 



拡大図 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市水道局水道施設群 

(菰田貯水池) 

岡本水源地 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(石盛岳高射砲台跡) 

佐世保要塞及び関連施設 

(前岳堡塁跡) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(相浦浄水場) 

松浦鉄道㈱鉄道施設群 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(八天岳高射砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(八尋岳高射砲台跡) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(三本木取水所) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(転石貯水池) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(相当貯水池) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(矢峰減圧調整所) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(大野浄水場) 

山ノ田貯水池・浄水場 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(石盛岳高射砲台跡) 



拡大図 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(高岳高射砲台跡) 

佐世保要塞及び関連施設 

(牽牛崎砲台跡) 

佐世保鎮守府水道施設群 

(相浦浄水場) 

松浦鉄道㈱鉄道施設群 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(高島番岳高射砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(黒島東砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(黒島南砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(黒島田代砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(黒島田代砲台発電所跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(黒島番岳高射砲台跡) 

佐世保鎮守府庁・海兵団関連施設群 

（旧第二海兵団端舟釣） 



拡大図 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(盲目原高射砲台跡) 

松浦鉄道㈱鉄道施設群 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(盲目原高射砲台跡) 

海軍警備隊・防備隊砲台群 

(矢岳特攻基地跡) 



（様式１－２）

構成文化財の位置図　（舞鶴市）

14-2 清道トンネル 

　　（官設舞鶴線清道隧道）

舞 鶴 市

拡大図3

拡大図

日 本 海

京 都 府 拡大図1

拡大図1（東部）

4-15 ＪＲ小浜線施設 (旧国鉄小浜線施設）
15-a 松尾寺駅 (松尾寺停車場）

15-b 吉坂トンネル (吉坂隧道）

詳細図

4-10 舞鶴市水道施設
10-a 桂貯水池 （舞鶴旧鎮守府桂取水堰堤）

10-b 岸谷貯水池（舞鶴旧鎮守府岸谷川下流取水堰堤）

4-14 ＪＲ舞鶴線橋梁・トンネル施設

(官設舞鶴線橋梁・隧道施設)
14-a 白鳥トンネル

(官設舞鶴線白鳥隧道）

14-b 清道トンネル

(官設舞鶴線清道隧道）

4-11 艦船名を名付けた市街地

4-12 艦船名を付けた市街地の景観

4-13 鎮守府周辺の石積護岸

4-21 旧飯野寅吉邸

4-23 海軍防備隊、警備隊砲台群
23-a 倉梯防空砲台跡

23-b 愛宕山防空砲台跡

23-c 五老防空砲台跡

4-26 舞鶴鎮守府周辺寺社群
26-a 雲門寺

（臨時海軍建築部支部）

26-b 得月寺

（舞鶴水雷団）

26-c 大聖寺

26-d 白糸浜神社

4-26 舞鶴鎮守府周辺寺社群

4-25 舞鶴鎮守府関連記念碑群
25-d 忠魂碑(木ノ下)

25-e  第21艇隊日露戦役紀功碑（東舞鶴公園）

1



（様式１－２）

4-1 舞鶴赤れんがパーク等

4-2 旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫
4-3 海上自衛隊舞鶴補給所倉

4-9 旧北吸浄水場施設

4-6 海上自衛隊舞鶴警備隊 正門

（旧舞鶴鎮守府西門）

4-8 市道北吸・桃山線北吸トンネル

（旧舞鶴鎮守府軍港引込線北吸隧道）

4-4 海上自衛隊舞鶴地方総監部会議所

（旧舞鶴鎮守府司令長官官舎)
4-5 ジャパンマリンユナイテッド(株)舞鶴事業所施設

5-a～l （旧舞鶴鎮守府海軍工廠施設）

詳細図（旧舞鶴鎮守府周辺）

4-7 海上自衛隊舞鶴地方総監部施設(旧海軍機関学校施設）

4-1 舞鶴赤れんがパーク等

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設）

1-a 舞鶴赤れんがパーク1号棟 舞鶴市立赤れんが博物館

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 魚形水雷庫）

1-b 舞鶴赤れんがパーク2号棟 舞鶴市政記念艦

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 予備艦兵器庫）

1-c 舞鶴赤れんがパーク3号棟 まいづる智恵蔵

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 弾薬庫並小銃庫）

1-d 舞鶴赤れんがパーク4号棟 赤れんが工房

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 雑器庫並預兵器庫）

1-e 舞鶴赤れんがパーク5号棟 赤れんがイベントホール

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 軍需部第三水雷庫）

1-f  舞鶴旧鎮守府軍需部揮発油庫

4-2 旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫

(舞鶴旧鎮守府倉庫施設 需品庫3棟）
2-a 第二水雷庫（旧需品庫）

2-b 第一水雷庫（旧需品庫）

4-3 海上自衛隊舞鶴補給所倉庫
3-a No.2倉庫（旧舞鶴鎮守府衣糧庫被服庫）

3-b No.3倉庫（旧舞鶴鎮守府衣糧庫被服庫）

3-c No.4倉庫（旧舞鶴鎮守府軍需部第三被服庫）

3-d No.17倉庫（旧舞鶴鎮守府軍需部第一需品庫）

4-9 旧北吸浄水場施設 (舞鶴旧鎮守府水道施設）
9-a 旧北吸浄水場第一配水池

9-b 旧北吸浄水場第二配水池

4-7 海上自衛隊舞鶴地方総監部施設

（旧海軍機関学校施設）
7-a 大講堂・海軍記念館 (旧大講堂）

7-b 第一庁舎 (旧庁舎）

7-c 第四術科学校庁舎 (旧生徒館）

4-5 ジャパン マリンユナイテッド㈱舞鶴事業所施設

（旧舞鶴鎮守府海軍工廠施設）

5-a 舞鶴館 (海軍工廠本館）

5-b 第二倉庫 （海軍工廠造兵機械場）

5-c 機装工場 （海軍工廠鋳造工場第二鋳造場）

5-d 複写室 （海軍工廠第五材料倉庫）

5-e 第三陸機工場（海軍工廠第一製缶場）

5-f 第三陸機工場 (海軍工廠第二製缶場）

5-g 第４修理工場（海軍工廠現図場）

5-h 第二機械工場（海軍工廠外業工場

5-i 第一機械工場（海軍工廠機械工場及び組立工場）

5-j 第２電気工場（海軍工廠発電場）

5-k  ２号ドック （海軍工廠第一船渠）

5-l ３号ドック （海軍工廠第二船渠）

4-20 旧海軍北吸官舎
4-24 共楽公園（海軍墓

4-25 舞鶴鎮守府関連記念碑群
25-a 舞鶴海軍工廠殉職者鎮魂碑

25-b 忠魂碑（四面山）

25-c 忠魂碑（共楽公園）

5 鎮守府のラッパ

4-22 ｢海軍割烹術参考書」及び「海軍厨業管理教科書」

2



（様式１－２）

拡大図3（北部）

4-18 旧舞鶴要塞及び関連施設
18-a 浦入砲台跡

18-b 葦谷砲台跡

18-c 金岬砲台跡

18-d 槇山砲台跡

18-h 白杉弾丸本庫跡

18-i 博奕岬探照灯

4-19  神崎煉瓦ホフマン式輪窯

及び湊十二社手洗所
19-a 神崎煉瓦ホフマン式輪窯

(旧京都竹村丹後製窯所煉瓦窯）

19-b 湊十二社手洗所

4-16 京都丹後鉄道宮舞線施設
16-a 京都丹後鉄道由良川橋梁

(旧国鉄峰山線由良川橋梁）

拡大図2（西部）

4-17 旧岡田橋

4-16 京都丹後鉄道宮舞線施設

(旧国鉄峰山線施設）
16-b 打越山トンネル

（旧国鉄峰山線打越山隧道）

16-c 大船山トンネル

（旧国鉄峰山線大船山隧道）

16-d 楠祢寺山トンネル

（旧国鉄峰山線楠祢寺山隧道）

4-14 ＪＲ舞鶴線橋梁・トンネル施設

(旧官設舞鶴線橋梁・隧道施設）
14-c 第六伊佐津川橋梁 (第六伊佐津川橋梁）

14-d 第五伊佐津川橋梁 (第五伊佐津川橋梁）

14-e 第四伊佐津川橋梁 (第四伊佐津川橋梁）

14-f 第三伊佐津川橋梁 (第三伊佐津川橋梁）

14-g 第二真倉トンネル (第二真倉隧道）

14-h 第一真倉トンネル (第一真倉隧道）

4-18 旧舞鶴要塞及び関連施設
18-e 建部山保塁砲台跡

18-ｆ 日星高等学校正門

（重砲兵大隊正門）

18-g 下安久弾丸本庫跡

4-25舞鶴鎮守府関連記念碑群
25-f 忠魂碑(神明山)

25-g 尉魂碑(舞鶴公園)

4-27 舞鶴鎮守府島嶼施設

27-a 蛇島ガソリン庫
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ストーリー 

１ 四市の地勢と軍港の設置  

 富国
ふ こ く

強兵
きょうへい

、これは明治新政府が近代国家を建設するために掲げた

スローガンの一つで、その強兵の一翼を担ったのが海軍です。明治政

府は西欧列強と対等に渡り合うために、艦艇
かんてい

の配備を進めるととも

に、明治 17年（1884年）、横須賀に鎮守府
ちんじゅふ

を置いた後、同 22年に呉

と佐世保、同 34 年に舞鶴で鎮守府を開庁し、島国日本の周辺海域を

分割して管轄する海の防衛体制を確立しました。 

 この鎮守府とは軍港に置かれた海軍の本拠地であり、各海軍区を防

備し、海軍工廠
こうしょう

（艦艇の建造・修理、兵器の製造）や海軍病院、軍

港水道等、多くの施設の運営・監督を行いました。また、艦艇部隊の

統率には鎮守府司令長官があたりました。 

 四つの軍港は、急峻な山に囲まれ、外敵の侵入を拒む湾口、艦艇の航行・停泊が自在にできる湾内、水

深の深い穏やかな入江など、厳しい地勢条件を満たして選定されました。軍港の建設から 100年以上が経

過し、艦艇こそ現代のものに変わりましたが、港のドックや埠頭
ふ と う

、林立するクレーン、その界隈
かいわい

に建ち並

ぶれんが倉庫、港に集まる鉄道・水道・通信施設、港から広がるまち並み、港を守る丘の上の要塞
ようさい

跡など、

軍港を中心とする特有の景観は今ではすっかりそれぞれのまちの顔になっています。 

 

２ 日本の近代技術を結集し、その技術を育んだ軍港 

 海軍には常に最先端の工業技術や設備が投入されましたが、それを吸収し広

く伝え、次の世代へと受け継ぐ力も必要でした。こうした技術力を推進する姿

勢は、横須賀海軍工廠の前身となる横須賀製鉄所にそのルーツが見られます。

フランスの技術指導により西欧から最新の造船機器を導入し、鉄製部品から建

築用れんがに至るまで必要なものは全て同製鉄所で生産する体制を短期間に整

えました。それとともに、技術教育学校「黌舎
こうしゃ

」を開校し、日本人の技術力の

向上を図りました。 

 この技術力の向上を現在に伝えるものに横須賀製鉄所・同造船所のドックが

あります。１号ドック（日本最古の石造ドック）はフランス人による建設です

が、３号（現２号）ドックは黌舎で学んだ技術者が日本人として初めて建設しました。横須賀で培われた

技術は呉へ、呉から佐世保・舞鶴へ、さらには民間企業へと移転を繰り返す中で飛躍的な発展を遂げ、呉

における職工
しょっこう

教習所、技手
ぎ て

養成所などの人材育成の充実にもつながっていきます。海軍から生まれた近

代造船技術は、横須賀での軍艦清輝
せ い き

（897ｔ）建造に始まり、わずか 60年余りの間に呉における世界最大

の戦艦大和
や ま と

（65,000ｔ）の建造に至り、その集大成を迎えます。 

 また、今でこそ鉄筋コンクリート造は一般的な建築工法ですが、明

治後期にはれんが造に代わる最新の技術として迎えられました。建築

物としては佐世保海軍工廠賄 所
まかないじょ

・汽罐室
きかんしつ

が始まりですが、明治 41

年に完成した横須賀の走水
はしりみず

水源地浄水池が、現存最古級の建築とし

てその初期の技術を伝えます。さらに、大正 11 年に完成した佐世保

の針
はり

尾
お

送信所（高さ 136ｍの塔３基）は、他に類を見ない日本最大の

通信塔として、その技術の到達点と言えます。 

 
海軍区と鎮守府の位置 

 

スチームハンマー0.5t片持型 
横須賀製鉄所設置1865年オランダ製 

 
針尾送信所 

（旧佐世保無線電信所施設）1922年 
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呉市本庄水源地堰堤水道施設 1920年 

 

３ 軍港都市の形成とその特徴 

 四市はもともと半農半漁の静かな寒村でした｡ここに国の関与のもと、最新の技術と巨額の予算が短期

間に集中的に投入され、急速かつ計画的に軍港都市づくりが進められました。この点に軍港都市の形成上

の大きな特徴と独自性があります。  

 中でも、四市の水道が軍港水道として発達し、その後市民に供給さ

れた歴史が特筆されます。横須賀では走水
はしりみず

と半原
はんばら

の２系統の水道が

あり、後者は神奈川県北部の相模川支流から高低差 70ｍを利用して

53km を自然流下させる無類の通水システムで、10 年の歳月をかけ大

正 10 年に完成しました。また、呉では、鎮守府開庁の翌年には全国

で３番目の早さで近代的な水道施設を開設し、大正７年には長さ 97m、

高さ 25m の当時東洋一の規模を誇った本庄
ほんじょう

水源地
すいげんち

堰堤
えんてい

水道施設が完成しました。重厚で壮大な規模の水

道施設の建設は、艦艇への給水や工業用水として、どれほど水は重要であったかを証明しており、軍港へ

の水の安定供給が実現したことで市民生活へも潤いを与えることになりました。 

 また、陸上交通の整備にも特徴があります。四市は海路の利便性とは裏腹に陸路には難があったため、

鎮守府開庁に伴い幾多のトンネルや鉄橋を建設して鉄道を敷設
ふ せ つ

しました。これにより人と物資の輸送を促

してまちの発展を加速させました。全国からの急激な人口流入も四市共通の現象で、鎮守府に通じる幹線

道路を中心に、機能的で発展性のある碁盤目
ご ば ん め

状の市街地を形成しました。その結果、佐世保では鎮守府開

庁前３千８百人程の人口が、約 20年で 13倍の５万人を超えるほどの人口増加に対応できました。 

 このように水道・鉄道・市街地等の都市基盤の整備は、市民の生活

を支え、軍港都市をつくっていきました。明治 12年から同 38年まで

刊行された横須賀明細弌覧図
めいさいいちらんず

などの絵図は、軍港の発展と共にまちが

広がっていく様子をいきいきと描いています。また、舞鶴では、碁盤

目状の市街地の街路に、当時活躍した八島
や し ま

、敷島
しきしま

、三笠
み か さ

など大小 33

の艦艇名を名付けました。明治 35 年の命名以来、軍港都市としての

自信と誇りが伺えます。 

 軍港がまちにもたらしたものは、先端技術や都市基盤の整備ばかり

でなく海軍由来の食文化もあります。明治 41 年に舞鶴海兵団が発行

した『海軍
かいぐん

割烹術
かっぽうじゅつ

参考書
さんこうしょ

』には 100 種類以上もの洋食の詳細なレシピが掲載されています。カレーや肉

じゃがなどは、海軍が脚気
か っ け

予防として採用した洋食を日本人の口に馴染
な じ

むように改良したものでした。 

 

 近代日本の海防の要として共に歩んだ横須賀・呉・佐世保・舞鶴の四市。西欧の先端技術を導入し、そ

の技術を伝え、さらに新たな技術を創り出し、技術力を高め合うことで日本の近代化を推し進めました。

軍港建設により一躍、近代都市へと変貌を遂げた証となる石・れんが・鉄・コンクリートの数多くの軍港

関連遺産の中には、現在でも稼働する施設が多くあり、当時の技術水

準の高さを伺い知ることができます。 

 軍港そして鎮守府が置かれたまちの歴史を共有し、その歴史を体感

できるのは日本の中でこの４か所だけです。どこか懐
なつ

かしくも逞
たくま

し

い往時の姿を残しつつ、日本の近代化に向けて躍動した軍港都市は、

訪れる人々を惹
ひ

きつけてやまないでしょう。 

 

横須賀明細弌覧図 
（鎮守府開庁後の明治１８年版、個人蔵） 

 

舞鶴市立赤れんが博物館 
（旧舞鶴海軍兵器廠魚形水雷庫）1903年 
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ストーリーの構成文化財一覧表（横須賀市） 
 

 

番号 文化財の名称 
指定等の 
状況 

 
ストーリーの中の位置づけ 

 

文化財の 
所在地 

1-1 
米海軍横須賀基地Ｃ１建物 

（旧横須賀鎮守府
ち ん じゅ ふ

庁舎） 
未指定 

第一海軍区を管轄した鎮守府の庁舎。関

東大震災で被災したれんが造の庁舎に

代わり大正 15 年に建設された鉄骨造の

２代目庁舎。海軍の技術力を証明する日

本最初の耐震建築でもある。 

神奈川県 
横須賀市 

1-2 

米海軍横須賀基地Ｃ２建物 

（旧横須賀鎮守府
ち ん じゅ ふ

会議所・

横須賀海軍艦船部庁舎） 

未指定 

鎮守府の関連施設で、昭和９年建設の鉄

骨造２階建て。震災後の建築としては装

飾性に富み、海軍の威信を感じる。正面

入口に「横須賀鎮守府会議所」と「横須

賀海軍艦船部」の表札が今も残る。 

神奈川県 
横須賀市 

1-3 
米海軍横須賀基地Ｂ39建物 

（旧横須賀海軍工廠
こうしょう

庁舎） 
未指定 

海軍工廠の入口に所在した庁舎。この建

物もれんが造に代わる２代目で、震災復

興は４市の中でも横須賀市の特徴であ

る。海軍の技術力を示す日本最初期の耐

震建築（昭和２年建設）。 

神奈川県 
横須賀市 

1-4 

海上自衛隊横須賀地方総監

部田戸台分庁舎 

（旧横須賀鎮守府司令長官

官舎） 

未指定 

歴代の鎮守府司令長官の官舎。 

東京湾を一望する丘の上に建つ。大正２

年、桜井小太郎の設計で建設し、洋館と

和館からなる当時の建築デザインの水

準を示す建物。 

神奈川県 
横須賀市 

1-5 逸見
へ み

波止場
は と ば

衛門
えいもん

 未指定 

軍港の歴史と面影を伝える旧横須賀軍

港逸見門の衛兵詰所。昭和４年～５年頃

に建設された２棟の建物には「逸見上陸

場」、「軍港逸見門」の表示板が残る。 

神奈川県 
横須賀市 

1-6 

東京
とうきょう

湾
わん

要塞
ようさい

跡
あと

 

 猿島
さるしま

砲台跡 

 千代ヶ崎
ち よ が さ き

砲台跡 

国史跡 

首都及び軍港を守る東京湾要塞（20の砲

台・堡塁
ほうるい

・海堡
かいほう

）のうちの２砲台。着工

年が明治 14 年と明治 25年で、11 年の開

きがある両砲台では、切り石やれんがの

積み方、コンクリート使用の有無など、

建築技術の推移がわかる。 

神奈川県 
横須賀市 
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1-7 

観音崎・走水
はしりみず

地区の砲台群 

 観音崎砲台跡 

 三軒家
さ ん げん や

砲台跡 

 走水低砲台跡 

未指定 

首都及び軍港を守る東京湾要塞のうち、

東京湾口に位置する。観音崎砲台は、明

治 13 年に起工した西洋の築城技術によ

る日本最初の砲台。時代の異なる砲台が

東京湾防衛の歴史を解き明かす。 

神奈川県 
横須賀市 

1-8 

東京湾第三海堡構造物 

 兵舎・観測所・探照灯 

 砲側庫
ほ う そく こ

 

県有形 

首都及び軍港を守る３基の海堡
かいほう

（人工島

に火砲
か ほ う

を設置した海上砲台）の一つ。関

東大震災で水没した構造物を引き上げ

市内２カ所で展示。鉄筋コンクリートの

採用など当時の建築技術の高さを示す。 

神奈川県 
横須賀市 

1-9 
「ヨコスカ製銕所

せいてつしょ

」「ヨコ

スカ造舩所
ぞうせんじょ

」刻印れんが 
未指定 

横須賀製鉄所創設にあたり所内で生産

された国産最古級の赤れんが。フランス

の規格による建築用れんがで、軍港界隈

には木骨れんが造の造船関連施設が建

ち並んでいた。 

神奈川県 
横須賀市 

1-10 

スチームハンマー（旧横須

賀製鉄所設置）1865 年オラ

ンダ製 

 0.5 トン片持
かたもち

型 

 ３トン門型 

国重文 

1865 年の横須賀製鉄所創設と共にオラ

ンダから輸入した艦艇の建造・修理のた

めの鍛造
たんぞう

機械。以後の継続的な近代造船

の第一歩を記す遺産で、３トン門型は平

成８年まで約 130 年間稼働した。 

神奈川県 
横須賀市 

1-11 

米海軍横須賀基地 

ドライドック１～６号 

（旧横須賀製鉄所・造船

所・海軍工廠
こうしょう

第一～第六号

船渠
せんきょ

） 

未指定 

軍港の景観を特徴付ける艦艇修理用の

ドライドック（船渠）。石造ドック（１

～３号）からコンクリート造ドック（４

～６号）へと技術の推移やドックの大型

化＝艦艇の巨艦化がわかる。 

神奈川県 
横須賀市 

1-12 
近代造船所建築図面資料 

230 点 
市有形 

海軍の技術力に関する資料で、西洋の造

船技術を日本人がどのように吸収し、表

現したかを物語る。横須賀造船所の技手
ぎ て

が所蔵していたもので、呉港、佐世保港、

などの資料を含む。 

神奈川県 
横須賀市 

1-13 

走水
はしりみず

水源地 

 煉瓦
れ ん が

造貯水池 

 鉄筋コンクリート造浄 

 水池 

国登録 

軍港水道走水系統は、明治９年、横須賀

造船所まで７km に土管を敷設したこと

に始まる。半原
はんばら

系統の整備に伴い、市民

への給水に転換。水源地としては珍しく

海を臨む低地にある。 

神奈川県 
横須賀市 
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1-14 

逸見
へ み

浄水場 

 緩速
かんそく

ろ過池調整室４棟 

 配水池入口２棟、 

 ヴェンチュリーメーター室 

 １棟 

国登録 

相模川上流（神奈川県愛川町半原
はんばら

）を水

源とする軍港水道半原系統の横須賀市

側浄水池。水の安定供給を目的に明治 45

年に着工。軍港を見下ろす丘の上にあ

り、鉄筋コンクリート造の配水池入口は

白亜の塔として往時の姿を伝える。 

神奈川県 
横須賀市 

1-15 七
しっ

釜
かま

トンネル 未指定 

明治 22 年開通の横須賀線のトンネル。

鉄道敷設当初のトンネル（中央）と複線

化による大正期（右）、海軍施設への引

き込み線用の昭和期（コンクリート造、

左）の３本が並ぶ。全国一トンネルの多

いまち横須賀を代表するトンネル景観。 

神奈川県 
横須賀市 

1-16 横須賀港周辺の絵図 未指定 

軍港とまちの発展を伝える絵図で、明治

12 年から明治 39 年までに刊行された当

時の観光マップ。「横須賀港一覧繪圖
え ず

」

「横須賀明細弌覧図
い ち らん ず

」など現在９版が確

認されている。 

神奈川県 
横須賀市 

1-17 

記念艦三笠（海上自衛隊横

須賀地方総監部旧三笠艦保

存所） 

未指定 

明治35年にイギリスで竣工した旧戦艦。

日露戦争終了直後の明治 38 年 9 月に佐

世保港内で爆沈するが難工事の末、浮

揚・修理され、明治 41 年４月に現役復

帰。大正 12 年９月に横須賀港内で関東

大震災により破損・着底するも再度引揚

げられ、大正 14 年 1 月に記念艦として

の保存が閣議議決された後、現在地に移

動・整備された。鎮守府と海軍工廠の艦

船修理技術等の歴史を伝える記念物。 

神奈川県
横須賀市 
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ストーリーの構成文化財一覧表（呉市） 

 

番号 文化財の名称 
指定等 

の状況 
ストーリーの中の位置づけ 

文化財の 

所在地 

2-1 旧呉鎮守府司令長官官舎 国重文 

港を望む小高い丘の上に建設された官

舎は和洋館併設の瀟洒
しょうしゃ

な建物。洋館部

内装には全国的にも貴重な金
きん

唐紙
からかみ

が用

いられている。 

広島県 

呉市 

2-2 
呉市入船山記念館休憩所 

（旧東郷家住宅離れ） 
国登録 

東郷平八郎が呉鎮守府参謀長として呉

に赴任していた際（明治 23 年から１年

７か月）に居住していた家の離れ座敷。 

広島県 

呉市 

2-3 

海上自衛隊呉地方総監部第

一庁舎（旧呉鎮守府庁舎）、地

区内のれんが建物群及び呉

鎮守府地下施設群 

未指定 

第一庁舎は呉鎮守府を代表するれんが

建物。総監部内にはその他にも明治から

大正期にかけて建てられたれんが建造

物や地下施設が残り、呉に鎮守府が置か

れていた歴史を物語る。 

広島県 

呉市 

2-4 
呉 市 水 道 局 二

に

河
こう

水 源 地

取入口
とりいれぐち

 
国登録 

明治 22年（1889）に完成した呉鎮守府の

軍港水道施設の一つ。上部に「呉鎮守府

水道」と刻まれた標石を置く、我が国初

期の水道施設の一つとして貴重。 

広島県 

呉市 

2-5 

本庄水源地堰堤
えんてい

水道施設 

堰堤、丸井戸、第一量
りょう

水井
すいせい

、

階段 

国重文 

呉鎮守府水道の貯水池として整備され

た。花崗岩の切石が丹念に積まれた堰堤

は、壮大で重厚な美しい外観を有する。

平成 11 年（1999）に稼働する水道施設

としては初めて国重要文化財に指定。 

広島県 

呉市 

2-6 
呉市水道局宮原浄水場低区

て い く

配水
はいすい

池
ち

 
国登録 

宮原浄水場は、呉鎮守府に配水するため

の水道施設として開庁の翌年に築造。レ

ンガ造りの配水池としては我が国最古

のものと言われている。 

広島県 

呉市 

2-7 

アレイからすこじま 

（旧呉海軍工廠本部前護岸

及び関連施設） 

未指定 

整然と積まれた石積護岸、巧みに加工さ

れた石階段、魚形
ぎょけい

水雷発射試験場跡、ク

レーンなどの旧呉海軍工廠の遺構が保

存され、公園として整備されている。 

広島県 

呉市 
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2-8 
旧呉海軍工廠塔時計 

（呉市入船山記念館内） 
市有形 

大正 10年（1921）年に造機設計部庁舎屋

上に設置され、終戦まで海軍工廠ととも

に時を刻んできた。現在動いている電動

親子式衝動時計としては国産最初のも

の。 

広島県 

呉市 

2-9 

昭和町れんが倉庫群  

 （株）ダイクレ呉第二工場

亜鉛メッキ工場（旧呉海軍

工廠砲熕部
ほうこうぶ

精密兵器工場） 

 呉貿倉庫運輸（株）８号倉

庫ほか（旧呉海軍工廠造兵

部大砲庫など） 

未指定 

明治期に建設されたれんが造の倉庫群

で、現在は民間企業で使用されている。

旧呉海軍工廠砲熕部精密兵器工場は３

連の棟からなる約 7,200㎡の大規模な建

築。４棟からなる造兵部の倉庫群は、製

品置場、大砲庫、魚形水雷調整室、弾丸

庫等に使用されていた。 

広島県 

呉市 

2-10 
呉市入船山記念館旧高烏

たかがらす

砲

台火薬庫 
国登録 

軍港防御のため高烏山に築かれた砲台

にあった火薬庫。花崗岩で造られた総石

造りの火薬庫は全国的にも珍しく、現在

は入船山記念館に移築されている。 

広島県 

呉市 

2-11 
呉湾（広湾）を守る砲台群 

高烏砲台跡、大空山砲台跡 
未指定 

軍港防御のために築かれた要塞跡。後に

海軍の防空砲台として高角砲等が設置

された。花崗岩で造られた明治中期の要

塞砲として非常に珍しい形式を持つ。 

広島県 

呉市 

2-12 
呉軍港全図 

（呉市入船山記念館所蔵） 
未指定 

呉鎮守府建設計画は、呉における調査資

料をもとに明治 19 年頃に東京において

作成したと推定される。海軍による計画

的な軍港都市形成の意図を裏付ける貴

重な資料である。 

広島県 

呉市 

2-13 

ジャパン マリンユナイテッ

ド（株）呉事業所（旧呉海軍

工廠造船部造船船渠
せんきょ

）大屋根

及び地区内関連施設群 

未指定 

艦艇の大型化に伴い築造された新造艦

専用の造船船渠。船渠は埋め立てられた

が、戦艦大和建造時の上屋（大屋根）や

日露戦争での戦利品の大型排水ポンプ

が現存している。 

広島県 

呉市 



（様式３－１） 

2-14 

 

呉市海事歴史科学館（大和ミ

ュージアム）の所蔵資料 

 戦艦「大和」設計図面、10

分の１戦艦大和、巡洋戦艦

「金剛」搭載のヤーロー式ボ

イラー、戦艦「大和」型 150 

センチ探照灯反射鏡、零式艦

上戦闘機六二型など 

未指定 

近代日本の造船技術の進化と技術力の

高さを物語る貴重な資料。大和ミュージ

アムに所蔵されており、鎮守府の置かれ

たまちの成り立ちと歴史を知ることで

往時のまちの様子を感じることができ

る。（掲載資料は近代化産業遺産群に認

定） 

広島県 

呉市 

2-15 
旧呉海軍工廠海軍技手

ぎ て

養成

所跡と周辺の海軍遺構 
未指定 

海軍が技手と呼ばれる優秀な技術者を

養成した養成所跡に記念碑が建立され

ている。周辺には職工教習所跡地記念碑

や防空監視所、工廠神社、地下壕入口な

どの遺構が残る。 

広島県 

呉市 

2-16 
長迫公園 

（旧海軍墓地） 
未指定 

鎮守府開庁からほどなく海軍等の戦没

者の埋葬地として開設された。墓碑や

「戦艦大和戦死者の碑」等の合祀碑等が

建立され、戦没者の追悼と恒久平和を祈

念した追悼式が毎年行われている。 

広島県 

呉市 

2-17 歴史の見える丘 未指定 

呉の歴史的建造物が一望できる場所。眼

下には旧呉鎮守府庁舎や造船関係の工

場群、戦艦大和が建造された船渠（ドッ

ク）の上屋を眺めることができ、軍港特

有の景観を体感できる。 

広島県 

呉市 

2-18 

海上保安大学校煉瓦ホール 

（旧呉海軍工廠砲熕部
ほうこうぶ

 

 火工場
かこうじょう

機械室） 

市有形 

大正３年（1914）に建造されたれんが

建物。建物の主要構造部、外観部分な

ど建設当時の意匠をよく残し、「海軍第

一の製造所」として発展・躍動した呉

の歴史を伝える建造物。 

広島県 

呉市 

2-19 亀ヶ首発射場跡 未指定 

呉市南部の倉橋島東端に位置し、戦艦

「大和」の大砲の試験も行った発射試

験場の跡。海軍の要塞地帯として建設

された測定所，検測所，桟橋などの遺

構が残る。 

広島県 

呉市 
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ストーリーの構成文化財一覧表（佐世保市） 

 

番号 文化財の名称 
指定等の

状況 
ストーリーの中の位置づけ 

文化財の 

所在地 

3-1 
旧佐世保無線電信所施設 

（針尾送信所） 
国重文 

大正 11 年に建設された長波通信施設。佐世

保で熟成された鉄筋コンクリート技術の到

達点というべき建造物。 

長崎県 

佐世保市 

3-2 

佐世保市民文化ホール 

（旧海軍佐世保鎮守府凱

旋記念館） 

国登録 

大正 12 年に第一次大戦の凱旋記念館として

建てられた。旧海軍の催事が行われたほか、

民間の利用も可能だった。戦後も長く市民に

親しまれてきた。 

長崎県 

佐世保市 

3-3 
西九州倉庫(株)前畑１号

倉庫（旧第五水雷庫） 
未指定 

鉄筋コンクリート技術の発達によって建築

が可能となった超巨大建築物。一般人が間近

で見学できる数少ないもののひとつ。佐世保

最大の倉庫である。 

長崎県 

佐世保市 

3-4 岡本水源地 未指定 

日清戦争による水不足を受けて建設された。

この完成により、市民も手桶単位ではある

が、浄水を利用できるようになった。 

長崎県 

佐世保市 

3-5 山ノ田水源地 未指定 

鎮守府と佐世保市の水不足の解消と衛生環

境の改善のため明治 41 年に建設された。こ

の完成により、市民も水道管による安全な給

水を受けることができるようになった。全国

で 10番目の水道管給水の実現であった。 

長崎県 

佐世保市 

3-6 
立神係船地 

（旧修理艦船繋留場） 

未指定 

コンクリート技術の発達により常に海水に

触れる場所に大々的にコンクリートを使用

した最初の例。佐世保港の地形を大きく変え

る海軍最大規模の土木工事だった。 

長崎県 

佐世保市 

3-7 
佐世保重工業(株) 

２５０トンクレーン 
国登録 

イギリスから輸入されたジャイアント・カン

チレバー・クレーン。世界最大級の揚重能力

を誇った。海軍工廠の主力クレーンとして活

躍した。佐世保のランドマークの一つ。 

長崎県 

佐世保市 

3-8 
佐世保重工業(株) 

第５、第６ドック 
未指定 

第 5ドック（旧第一船渠）における火山灰を

混入した対海水コンクリートの開発と、第 6

ドック（旧第三船渠）における鉄筋コンクリ

ートの建物への応用など、コンクリート技術

の熟成期に重要な役割を果たした。 

長崎県 

佐世保市 
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3-9 赤崎貯油所旧地下重油漕 未指定 

耐海水コンクリートの開発に携わった真島

健三郎はそれを建築物に応用し、次いで岸壁

そして重油タンクにもこれを適用し、水より

も浸透性の高い重油を貯蔵できることを示

し、コンクリートの将来性をさらに高めた。 

長崎県 

佐世保市 

3-10 庵崎貯油所地下重油漕 未指定 

艦船の燃料は重油が主体となり、各地に地下

式の重油タンクが建設されていったが、これ

は佐世保においての成功が他地域に波及し

たものである。その佐世保ではさらに大規模

なタンクが建造され、7 万トンという世界最

大の重油タンクが建造された。 

長崎県 

佐世保市 

3-11 佐世保要塞及び関連施設 未指定 

軍港防備のため市内5ヶ所に陸軍砲台が建設

された。市街地を取り巻くように建設され、

俵ヶ浦町の丸出山砲台のように観測所が残

る例もあり、現在ではトレイル事業に活用さ

れている。 

長崎県 

佐世保市 

3-12 平瀬煉瓦倉庫群 未指定 

艦隊への補給という鎮守府の役割を象徴す

る倉庫群。平瀬地区には食糧品や衣類が保管

された。米軍基地内にあり通常は間近では見

学できない。佐世保を象徴する景観の一つで

ある。 

長崎県 

佐世保市 

3-13 立神煉瓦倉庫群 未指定 

艦隊への補給という鎮守府の役割を象徴す

る倉庫群。立神地区には兵器類が保管され

た。煉瓦造から鉄骨煉瓦造へと移行する技術

の発展過程を見ることができる。 

長崎県 

佐世保市 

3-14 前畑火薬庫 未指定 

艦隊への補給という鎮守府の役割を象徴す

る倉庫群。前畑地区には火薬類が保管され

た。終戦直前まで拡張が繰り返され、時代ご

とに特徴的な建物が残り、まさに建築博物館

といえる。 

長崎県 

佐世保市 

3-15 南風崎トンネル 未指定 

トンネル正面の石造柱は意匠上設置された

もの。この時期の建造物は近代化の目に見え

る象徴として、実用性だけでなく意匠面も重

視されている。 

長崎県 

佐世保市 
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3-16 清水の瀬橋梁 未指定 

鉄道橋としては一般的な形式だが、煉瓦造橋

脚の石材がアクセントになっている。橋脚の

上の鈑桁(プレートガーダ)の更新を繰り返

しながら今も現役で稼働している。 

長崎県 

佐世保市 

3-17 佐世保鎮守府水道施設群 未指定 

小規模ながら全国3番目の近代水道施設とし

て完成し、時局の要求に合わせて拡張が繰り

返された。水道施設の発展過程を見ることが

できる施設群といえる。 

長崎県 

佐世保市 

3-18 
佐世保市水道局水道施設

群 
未指定 

海軍からの浄水分与でスタートした佐世保

市の水道事業は、急激な人口増加に対応する

ために拡張を繰り返した。 

長崎県 

佐世保市 

3-19 干尽倉庫群 未指定 

艦隊への補給という鎮守府の役割を象徴す

る倉庫群。干尽地区には魚雷や爆弾本体が保

管された。規模の大きな倉庫が多く、現在も

港湾荷役を担っている。 

長崎県 

佐世保市 

3-20 
九州旅客鉄道㈱鉄道施設

群 
未指定 

佐世保への陸上輸送路を確保する鉄道が整

備され、明治 31 年に佐世保駅が開業した。

当時の鉄道は近代化の目に見える象徴とし

て意匠面にも配慮した造りとなっている。 

長崎県 

佐世保市 

3-21 松浦鉄道㈱鉄道施設群 

未指定

（一部国

登録） 

軍港佐世保と北部の炭田、商港伊万里への陸

上輸送路を確保する目的、また佐世保港の軍

商住み分けのために建設が推進された。佐世

保の急激な市街化のため市街部は九州初の

高架鉄道となった 

長崎県 

佐世保市 

3-22 
海軍防備隊、警備隊砲台

群 
未指定 

軍港防衛のために建設された砲台群。航空機

の登場やその著しい発展など技術の進展に

合わせてその装備も移り変わっていった。 

長崎県 

佐世保市 

3-23 

佐世保重工業㈱佐世保造

船所（旧佐世保海軍工廠）

施設群 

未指定 

数々の最新技術、設備が導入され、艦船の建

造や改装を担った工場施設及び設備群。その

設備と技術力は戦後も遺憾なく発揮され、地

域の発展に貢献した。海沿いに林立するクレ

ーン群は佐世保を代表する景観の一つ。 

長崎県 

佐世保市 
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3-24 
佐世保鎮守府庁、海兵団

関連施設群 
未指定 

佐世保鎮守府の中枢を担った施設群。現在も

海上自衛隊の中心施設となっている。鎮守府

時代の門柱や通信隊庁舎、兵舎や火薬庫、巨

大な地下壕、並木道が残る。 

長崎県 

佐世保市 

3-25 
佐世保鎮守府関連記念碑

群 
未指定 

佐世保鎮守府の建設から終戦までの間、鎮守

府のまちならではの記念碑や慰霊碑が建立

された。これらの石碑群もまた、鎮守府が歩

んだ歴史を証明するものである。 

長崎県 

佐世保市 

3-26 東山公園（旧海軍墓地） 未指定 

鎮守府開庁からほどなく、「海軍埋葬地」と

して整備された。終戦までに亡くなった 17

万 6 千柱あまりの戦没者が祀られ、毎年市主

催の慰霊祭が行われている。また海上自衛隊

隊員による奉仕清掃等も頻繁に行われてい

る。 

長崎県 

佐世保市 

3-27 吉村長策関連史料群 未指定 

我が国水道の父とも称される海軍技師吉村

長策に関する史料群。岡本水源地の設計図面

や工事写真、山ノ田水源地の計画図や工事写

真、舞鶴鎮守府水道の図面の一部等が含まれ

ている。 

長崎県 

佐世保市 
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ストーリーの構成文化財一覧表（舞鶴市） 

 

番号 文化財の名称 
指定等の 

状況 
ストーリーの中の位置づけ 

文化財の 

所在地 

4-1 

舞鶴赤れんがパーク等 

(舞鶴旧鎮守府倉庫施設 

魚形水雷庫、予備艦兵器

庫、弾丸庫並小銃庫、雑器

庫並預兵器庫、第三水雷

庫、 

揮発油庫) 

国重文 

及び 

未指定 

明治 35 年(1902)から大正 7 年(1917)にか

けて、海岸近くに建てられた 2 階建てれん

が造倉庫群である。特に赤れんが博物館に

活用している旧魚形水雷庫は、当時の最先

端技術を取り入れた国内最古級の鉄骨れん

が造建造物（鉄骨は米国カーネギー社製）

である。また、第三水雷庫は大正 7 年建築

の舞鶴鎮守府最大の倉庫であり、蒸気機関

車が直接貨物車両を引いて入ることができ

た。 

京都府 

舞鶴市 

4-2 

旧舞鶴鎮守府軍需部
ぐんじゅぶ

倉庫 

(舞鶴旧鎮守府倉庫施設需

品庫） 

国重文 

明治 35 年(1902)に需品庫として建てられ

た 3 連棟の 2階建れんが造倉庫である。倉

庫の前には長さ約 150m の石とれんがを敷

いた物品運搬通路がある。大正期に電機庫

や水雷庫に用途変更され、三棟を貫いて鉄

道の引込線が敷設された。 

京都府 

舞鶴市 

4-3 

海上自衛隊舞鶴補給所 

№2、№3、№4、№17 倉庫 

(旧舞鶴鎮守府衣糧庫
い り ょう こ

被服庫
ひ ふ く こ

、第三被服庫、軍需

部第一需品庫) 

未指定 

舞鶴鎮守府の開庁に合わせ、明治 34 年(19

01 年)に建築された 2 棟の被服庫は、舞鶴

鎮守府最古のれんが倉庫であり、隣の第三

被服庫は大正 10 年(1921)に建築された最

新のれんが倉庫である。 

京都府 

舞鶴市 

4-4 

海上自衛隊舞鶴地方総監部

会議所 

（旧舞鶴鎮守府司令長官官

舎） 

 

未指定 

舞鶴鎮守府歴代司令長官の官舎として明治

34 年に建築された。一部洋館造りの木造平

屋建て和洋
わ よ う

折衷
せっちゅう

様式である。初代司令長官

の東郷平八郎海軍中将も 2 年間過ごした。

現在、月 1回公開されている。 

京都府 

舞鶴市 

4-5 

ジャパンマリンユナイテッ

ド㈱舞鶴事業所施設 

(旧舞鶴鎮守府海軍工廠) 

5-a 舞鶴館(本館) 

5-b 第二倉庫(造兵機械場) 

5-c 機械工場(鍛造工場) 

5-d 複写室(第五材料倉庫) 

5-e､f 第三陸機工場 

未指定 

明治 30 年(1897)から造船廠
ぞうせんしょう

用地の開削工

事がはじまり、同 36 年には主要なれんが造

の工場建物などが完成して海軍工廠
こうしょう

とな

った。さらに中核をなす船台、船渠
せんきょ

も建設

され、第一船渠が明治 37年（1904）に、第

二船渠が大正 3 年（1914）に完成した。第

二船渠は最新技術のコンクリート造とし、

京都府 

舞鶴市 
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（第一、第二製缶場） 

5-g 第 4 修理工場(現図場) 

5-h 第二機械工場(外業工場) 

5-i 第 1 機械工場 

(機械工場及び組立工場) 

5-j 第 2 電気工場(発電場) 

5-k 2 号ドック(第一船渠
せんきょ

) 

5-l 3 号ドック(第二船渠) 

一部石材が用いられ、当時の四海軍工廠の

うちで最大級だった。 

舞鶴工廠は、主に駆逐
く ち く

艦
かん

や水雷
すいらい

艇
てい

などの小

型艦艇建造と水中兵器製造を特色とする工

廠として発達した。大正 9 年に世界最高速

40.7 ノットを記録した駆逐艦島風はここ

で建造された。 

4-6 

海上自衛隊舞鶴警備隊 

正門 

(旧舞鶴鎮守府西門) 

未指定 

舞鶴鎮守府を中心に東側と西側に市街地が

造成されたが、境界にはそれぞれ東門と西

門が設けられ、一般市民の立ち入りが制限

された。西門は現在、海上自衛隊舞鶴警備

隊の正門として移築保存されている。 

京都府 

舞鶴市 

4-7a 

海上自衛隊舞鶴地方総監部 

大講堂及び海軍記念館収蔵

資料 

（旧海軍機関学校大講堂及

び鎮守府関係資料） 

未指定 

旧海軍機関学校大講堂は昭和 8 年に建築さ

れたもので、現在は一部を初代司令長官・

東郷平八郎をはじめ、旧鎮守府や海軍に関

する貴重な資料を展示する海軍記念館とし

て公開されている。 

京都府 

舞鶴市 

4-7 

-b､ 

-c 

海上自衛隊舞鶴地方総監部 

第一庁舎及び第四術科学校

校舎 

（旧海軍機関学校庁舎及び

生徒館） 

未指定 

旧海軍機関学校の校舎群は、海軍建築局長

真島健三郎が大正 10 年のワシントン軍縮

会議によって建造できなくなった艦船用鉄

骨材を利用し、現代の超高層建築の耐震設

計の基礎である動的解析理論に基づき、世

界で初めて設計建築した建物である。 

京都府 

舞鶴市 

4-8 

市道北吸
きたすい

・桃山線 北吸ト

ンネル 

(旧軍港引込線北吸隧
ずい

道
どう

） 

国登録 

明治 37 年(1904)に官営舞鶴線の敷設と併

せ、海軍施設への物資等運搬のために建設

したれんが造の隧
ずい

道
どう

。廃線となった後、現

在は自転車道として親しまれている。 

京都府 

舞鶴市 

4-9 

旧北吸浄水場配水池施設

(舞鶴旧鎮守府水道施設) 

9-a 旧北吸浄水場 

第一配水池 

9-b 同 第二配水池 

 

国重文 

配水地は明治 34 年（1901）の建設で容量は

2,400 ㎥。深さ 5.6ｍの石張りコンクリート

造りで 5 列の煉瓦造導水壁が交互に並ぶ様

子は大迫力がある。大正 15 年建築の上屋は

鉄骨れんが造で、入口上部にロマネスク風

デザインの煉瓦アーチを施す。 

約６㎞離れた桂貯水池から北吸浄水場に

自然勾配で送られてきた水は、ろ過されて

２基の配水地に貯水されたのち、艦艇や各

施設に送られた。 

京都府 

舞鶴市 
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4-

10a 

舞鶴市水道施設桂
かつら

貯水池
ち ょ すい ち

 

（舞鶴旧鎮守府水道施設 

桂
かつら

取水
しゅすい

堰堤
えんてい

） 

国重文 

舞鶴鎮守府開庁に向け、艦艇用の水を大量

に確保するために明治 33年（1900）に完成

した。堰堤は当時の最新技術であった石張

コンクリート造りで、高さ 12.4ｍ、天端幅

2.2ｍ、堰堤延長 51.5ｍ、貯水量 8,000 ㎥

の貯水池である。水門銘板には舞鶴出身の

海軍次官伊藤雋吉の揮毫
き ご う

による「清
せい

徳
とく

霊長
れいちょう

」の文字が刻まれている。 

京都府 

舞鶴市 

4-

10b 

舞鶴市水道施設岸谷貯水池 

（舞鶴旧鎮守府水道施設 岸

谷川下流取水堰堤） 

国重文 

大正 10 年(1921)、第 2期拡張工事によって

岸谷川下流に岸谷川を横断する延長 143

ｍ、高さ 30ｍ、容量 21 万㎥の重力式アー

スダム岸谷川下流貯水池堰堤や放水路等が

築造された。 

京都府 

舞鶴市 

4-11 
艦船名を名付けた市街地 

｢新舞鶴市街図｣ 
未指定 

大正 6 年には「新舞鶴市街図」発行され、

版が重ねられた。地図からは当時のまちの

活気や発展の様子を伺うことができる。 

京都府 

舞鶴市 

4-12 
艦船名を名付けた市街地の

景観 
未指定 

舞鶴市の市街地は、鎮守府開庁の翌明治 35

年に完成。碁盤目状の街路には戦艦、駆逐

艦など３３隻の名が付けられ現在に至る。

艦船名の街路とその両側に並ぶ建物は市民

の誇りである。 

京都府 

舞鶴市 

4-13 鎮守府周辺の石積護岸 未指定 

新造成された鎮守府周辺の海岸や河川に

は、埋立て土砂の崩壊防止や艦艇、船舶の

接岸のため総延長 10 数㎞にわたり石積護

岸が築かれた。石積みは、年代、場所、用

途により様々な表情を見せている。 

京都府 

舞鶴市 

4-14 

JR 舞鶴線隧道・橋梁施設

（官設舞鶴線隧道・橋梁施

設） 

未指定 

明治 35 年、日露両国間に緊張が高まるな

か、政府は福知山～新舞鶴を結ぶ約 40km の

区間に官設鉄道の敷設を決定。突貫工事に

よって 2 年後に完成し、運営は民間の阪鶴

鉄道に委託された。区間にはれんが造の隧

道や橋梁が今も現役で使用されている。 

京都府 

舞鶴市 
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4-

15a 

ＪＲ小浜線施設 

松尾寺駅 

（旧国鉄小浜線松尾寺停車

場） 

未指定 

鎮守府のまちの発展に伴い、北陸方面や山

陰方面と結ぶ鉄道敷設の機運が高まり、国

鉄小浜線が大正 11年に完成した。 

また、小浜線の松尾寺駅は、当時の姿を残

す唯一の木造平屋建て駅舎として貴重であ

る。隧道には新しいコンクリート造の技術

が導入されている。 

京都府 

舞鶴市 

4-

16a 

京都丹後鉄道宮舞線隧道・

橋梁施設 

由良川橋梁 

(旧国鉄峰山線由良川橋梁) 

未指定 

山陰方面と結ぶ鉄道敷設の機運が高まり、

国鉄峰山線が大正 13 年に完成した。舞鶴

線、小浜線と合わせて東西南北の鉄道が完

成し、舞鶴は近畿北部一の都市となった。 

なかでも、京都北部最大の河川である由良

川河口部に架かる由良川橋梁は長さ約 550

ｍ、水面からわずか 3ｍの高さであり、壮観

である。峰山線の橋梁の橋脚や隧道はコン

クリート・石造である。 

京都府 

舞鶴市 

4-17 旧岡田橋 府有形 

旧岡田橋は、明治 21 年(1888)に京都宮津間

車道開さく工事によって由良川支流の岡田

川に架けられた石造単アーチ橋である。鎮

守府の建設に必要な物資の陸路運搬にあた

って大きな役割を果たした。 

京都府 

舞鶴市 

4-18 旧舞鶴要塞及び関連施設 未指定 

日露戦争を危惧し海岸防備を強化した海軍

の軍港施設を守るため、陸軍築城部は明治

30 年～35 年にかけて舞鶴湾周辺 6 か所の

山頂に砲台を築いた。現在の日星高等学校

敷地に砲兵大隊が、西隣に要塞司令部が置

かれていた。現在の高校正門は当時のもの

で往時を偲ばせている。 

京都府 

舞鶴市 

4-19 

神崎煉瓦
れ ん が

ホフマン式輪
りん

窯
よう

及

び湊十二社手洗所 

(旧京都竹村丹後製所窯所

煉瓦窯) 

国登録 

明治 30 年（1897）、京都の山田宗三郎が由

良川河口の西神崎に京都竹村丹後製窯所を

興し、登り窯で舞鶴軍港建設に必要なれん

がを製造した。大正末期には窯を稼働効率

の高いホフマン式輪窯(長径 45ｍ、短径 9

ｍ)に改造した。現在、全国で４基のホフマ

ン窯が残っているが、大小 12本もの煙突を

有する窯は他に例がなく貴重である。隣接

する湊十二社の境内に明治 36 年に奉納さ

れた美しいれんが造手洗所がある。 

京都府 

舞鶴市 
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4-20 旧海軍北吸
きたすい

官舎群 未指定 

北吸官舎は、鎮守府に所属する海軍将校の

官舎として明治 33 年から 35 年(1902)にか

けて甲号(153 ㎡)、乙(137 ㎡)、丙(113 ㎡)、

丁号(73 ㎡)の 4 種類、計 65 棟が建てられ

た。旧市長公舎は 11 棟あった乙号官舎のな

かで現存する唯一の建物である。基礎や土

間などにれんがやコンクリートが使用され

ており、海軍の先進性がうかがえる。 

京都府 

舞鶴市 

4-21 旧飯野寅吉邸 未指定 

飯野寅吉は、福岡県出身で鎮守府開庁に伴

い飯野海運などを設立し、近代舞鶴の産業・

経済の発展に寄与した人物である。 

邸宅は大正年間に建築されたもので、舞鶴

を代表する近代和風建築である。 

京都府 

舞鶴市 

4-22 
「海軍割烹術

かっぽうじゅつ

参考書」及

び「海軍厨業管理教科書」 

未指定 

「海軍割烹術参考書」は、明治 41 年(1908)、

舞鶴海兵団がそれまでの教材等を収集して

編集・発行した和・洋食のテキストであり、

「海軍厨業管理教科書」には、甘煮（肉じ

ゃが）の調理方法が掲載されているなど、

海軍が洋食文化の伝播に役割を果たしてい

たことがうかがわれる。 

京都府 

舞鶴市 

4-23 海軍防備隊、警備隊砲台群 未指定 軍港防衛のために建設された砲台群。 
京都府 

舞鶴市 

4-24 共楽公園（海軍墓地） 未指定 
鎮守府開庁からほどなく海軍等の戦没者の

埋葬地として整備された。 

京都府 

舞鶴市 

4-25 舞鶴鎮守府関連記念碑群 未指定 

舞鶴鎮守府の建設から終戦までの間に鎮守

府のまちならではの記念碑や慰霊碑が建立

された。 

京都府 

舞鶴市 

4-26 舞鶴鎮守府周辺寺社群 未指定 

舞鶴鎮守府の開設に先立って寺院を利用し

た「臨時海軍建築部支所」及び「舞鶴水雷

団」の設置や、鎮守府開設を契機に神社の

合祀や鎮守山と号する寺院が建立された。

京都府 

舞鶴市 
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4-27 舞鶴鎮守府島嶼施設 未指定 

舞鶴鎮守府の拡張・技術革新に伴い、新た

に島嶼などに石積み護岸や桟橋が造成さ

れ、燃料を保管する施設等が築造された。

京都府 

舞鶴市 
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ストーリーの構成文化財一覧表（横須賀市・呉市・佐世保市・舞鶴市） 

 

 

番号 文化財の名称 
指定等の 

状況 
ストーリーの中の位置づけ 

文化財の 

所在地 

5-1 ラッパ君が代 未指定 

海軍鎮守府時代、朝夕に、艦船上で軍艦旗

の掲揚と降下に合わせて港に響き渡ってい

たラッパ「君が代」。そのラッパは現在も

受け継がれ、軍艦旗と同じデザインの自衛

艦旗の掲揚と降下に合わせて、護衛艦など

の艦船上で同じメロディーのラッパ「君が

代」が朝夕に港に響き渡っている。 

神奈川県 

横須賀市 

広島県呉市 

長崎県佐 

世保市 

京都府 

舞鶴市 



（様式３－２） 

 

構成文化財の写真一覧（横須賀市） 

 

1-1 米海軍横須賀基地Ｃ１建物 

   （旧横須賀鎮守府
ち ん じゅ ふ

庁舎） 

 

 

 

1-2 米海軍横須賀基地Ｃ２建物 

  （旧横須賀鎮守府会議所・横須賀海軍 

   艦船部庁舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1-3 米海軍横須賀基地Ｂ39 建物 

  （旧横須賀海軍工廠
こうしょう

庁舎） 

 

 

 

1-4 海上自衛隊田戸
た ど

台分
だいぶん

庁舎
ちょうしゃ

 

  （旧横須賀鎮守府司令長官官舎） 

 

 

 

1-5  逸見
へ み

波止場
は と ば

衛門
えいもん
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1-6a 東京
とうきょう

湾
わん

要塞
ようさい

跡
あと

 猿島
さるしま

砲台
ほうだい

跡
あと

 

 

 

 

 

1-6b 東京
とうきょう

湾
わん

要塞
ようさい

跡
あと

 千代ヶ崎
ち よ が さ き

砲台
ほうだい

跡
あと

 

 

 

 

 

1-7a 観音崎・走水地区の砲台群  

   －観音崎砲台第一砲台跡－ 

 

 

 

 

1-7b 観音崎・走水地区の砲台群  

   －走水
はしりみず

低砲
ていほう

台
だい

跡
あと

－ 

 

 

 

1-8  東京
とうきょう

湾第三海堡
わんだいさんかいほう

構造物
こうぞうぶつ

（兵舎） 

 

 

 

 

1-9  「ヨコスカ製銕所
せいてつしょ

」「ヨコスカ造舩所
ぞうせんじょ

」 

   刻印
こくいん

れんが 

 

 
（上：ヨコスカ製銕所、下：ヨコスカ造舩所） 



（様式３－２） 

 

1-10  スチームハンマー ３トン門型 

（ヴェルニー記念館蔵） 

 

 

 

1-11 横須賀
よ こ す か

基地
き ち

１号～３号ドック 

  （旧横須賀造船所第一号～第三号船渠
せんきょ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-12 近代
きんだい

造船所
ぞうせんじょ

建築
けんちく

図面
ず め ん

資料
しりょう

「第一号～第三 

   号船渠
せんきょ

配置図」（市博物館蔵）     

 

 

 

1-13a 走水
はしりみず

水源地 煉瓦
れ ん が

造貯水池 

 

 

 

 

1-13b 走水
はしりみず

水源地 鉄筋コンクリート造 

     浄水池 

 



（様式３－２） 

 

1-14a 逸見
へ み

浄水場  

 

 

 

 

1-14b 逸見
へ み

浄水場 配水池入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-15 七釜
しっかま

トンネル 

 

 

 

 

1-16  横須賀港周辺の絵図（横須賀港一覧繪圖
え ず

 

   明治 12年官許 銅版画、市博物館蔵） 

 

 

1-17 記念艦三笠
き ね ん か ん み か さ

（海上自衛隊横須賀地方総監

部旧三笠艦保存所） 

 



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（呉市）

2-1 旧呉鎮守府司令長官官舎

　  

2-4 呉市水道局二河水源地取入口

2-5 本庄水源地堰堤水道施設
　　　堰堤，丸井戸，第一量水井，階段

2-6 呉市水道局宮原浄水場低区配水池
2-3 海上自衛隊呉地方総監部第一庁舎（旧呉
　　鎮守府庁舎）、地区内のれんが建物群及
　　び地下施設群

2-2 呉市入船山記念館休憩所（旧東郷家住宅
　　離れ）



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（呉市）  

2-10 呉市入船山記念館旧高烏砲台火薬庫

　

2-9 昭和町れんが倉庫群 2－12 呉軍港全図（呉市入船山記念館所蔵）

2-7 アレイからすこじま
　（旧海軍工廠本部前護岸及び関連施設）

2-11 呉湾（広湾）を守る砲台群
     　高烏砲台跡

2-8 旧呉海軍工廠塔時計（呉市入船山記念館
　　内）



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（呉市）  

2-16 長迫公園（旧海軍墓地）

　

2-14 呉市海事歴史科学館(大和ミュージアム)
　　 の所蔵資料     10分の1　戦艦大和

2-15 旧呉海軍工廠海軍技手養成所跡と周辺の
　　 海軍遺構

2-18 海上保安大学校煉瓦ホール（旧呉海軍
   　工廠砲熕部火工場機械室）

2－17 歴史の見える丘

2-13 ジャパンマリンユナイテッド（株）呉
　　 事業所（旧呉海軍工廠造船部造船船渠）
     大屋根及び地区内関連施設群



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（呉市）

2－19 亀ヶ首発射場跡



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（佐世保市）

3-1 旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設

3-2 佐世保市民文化ホール

　　（旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館）

3-3 西九州倉庫(株)前畑１号倉庫（旧第五水雷庫）

　  

3-6 立神係船池（旧修理艦船繋留場）

3-4 岡本水源地

3-5 山ノ田水源地



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（佐世保市）

3-7 佐世保重工業㈱250トンクレーン

3-8 佐世保重工業㈱第5、第6ドック

3-9 赤崎貯油所旧地下重油槽

　  

3-12 平瀬煉瓦倉庫群

3-10 庵崎貯油所地下重油槽

3-11 佐世保要塞及び関連施設



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（佐世保市）

3-13 立神煉瓦倉庫群

3-14 前畑火薬庫

3-15 南風崎トンネル 3-18 佐世保市水道局水道施設群（菰田貯水池堰堤）

　  

3-16 清水の瀬橋梁

3-17 佐世保鎮守府水道施設群（矢岳貯水所）



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（佐世保市）

3-19 干尽倉庫群

3-20 九州旅客鉄道(株)鉄道施設群（早岐駅給水塔跡）

3-21 松浦鉄道(株)鉄道施設群（花園町橋梁） 3-24 佐世保鎮守府庁、海兵団関連施設群

　　（鎮守府庁表門）

　  

3-22 海軍防備隊、警備隊砲台群（弓張岳砲台跡）

3-23 佐世保重工業(株)佐世保造船所施設群



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（佐世保市）

3-25 佐世保鎮守府関連記念碑群

3-26 東山公園（旧海軍墓地）

3-27 吉村長策関連史料群

　  



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

4-1 舞鶴赤れんがパーク等　 
　1-a、ｂ、c、d、e　(舞鶴旧鎮守府倉庫施設　５棟)

4-2　旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫

4-3 海上自衛隊舞鶴補給所　№2、3、4、17倉庫

 3-a、b、c、d　(舞鶴旧鎮守府衣糧庫被服庫ほか3棟） 　　5-i  第一機械工場

4-4　海上自衛隊舞鶴地方総監部 会議所
　　　（旧舞鶴鎮守府司令長官官舎）

4-5　ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ（株）舞鶴事業所施設１
　2-a､b､c　（舞鶴旧鎮守府倉庫施設　需品庫　３棟） 　　5-a 舞鶴館　　（旧舞鶴鎮守府海軍工廠　本館）

　（旧舞鶴鎮守府海軍工廠機械工場及び組立工場）

4-5　ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ（株）舞鶴事業所施設２



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

4-6　海上自衛隊舞鶴警備隊正門
　　　　(旧舞鶴鎮守府西門）

4-7-a 　海上自衛隊舞鶴地方総監部施設
 　　大講堂・海軍記念館　　(旧海軍機関学校大講堂）

4-7-b　海上自衛隊舞鶴地方総監部 第一庁舎
　10-a （舞鶴旧鎮守府水道施設桂取水堰堤）

　　(旧舞鶴鎮守府軍港引込線北吸隧道)

4-9　旧北吸浄水場施設第一配水池

2-10　舞鶴市水道施設桂貯水池

4-8　市道北吸・桃山線北吸トンネル

　9-a　(舞鶴旧鎮守府水道施設　第一配水池）

　　　　　　　（旧海軍機関学校　庁舎）



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

4-10　舞鶴市水道施設岸谷貯水池 4-13 鎮守府周辺の石積護岸
　10-b　舞鶴旧鎮守府水道施設岸谷川下流取水堰堤 　

　  

4-11　艦船名を名付けた市街地 4-14　JR舞鶴線橋梁・トンネル施設
　　　「新舞鶴市街地図」　大正6年(1917) 　14-a～h　(旧官設舞鶴線橋梁・隧道施設）

4-12　艦船名を名付けた市街地の景観 4-15　JR小浜線施設　(国鉄小浜線施設）
　15-a　松尾寺駅（松尾寺停車場）

　　14-ｃ　第六伊佐津川橋梁　



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

　4-16　京都丹後鉄道宮舞線施設 　4-18　旧舞鶴要塞及び関連施設
　　　　　(旧国鉄峰山線施設） 　　 （18-d　旧舞鶴要塞 槙山砲台跡）
　　16-a　由良川橋梁　(　同　)

　4-16　京都丹後鉄道宮舞線施設 　4-18　旧舞鶴要塞及び関連施設
　　　　　(旧国鉄峰山線施設） 　　　(4-18-f 旧舞鶴要塞砲兵大隊正門跡）
　　16-d　楠祢寺山トンネル　(楠祢寺山隧道）

　  

　4-17　旧岡田橋　　(　同　)
　　

4-19 神崎煉瓦ホフマン式輪窯及び湊十二社手洗所
　　(旧京都竹村丹後製窯所煉瓦窯及び湊十二社手洗所）



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

4-20　旧海軍北吸官舎群

4-21　旧飯野寅吉邸 4-24　共楽公園（海軍墓地）

4-22　「海軍割烹術参考書」及び「海軍厨業管理 4-25　舞鶴鎮守府関連記念碑群
　　　　　教科書」 　　　　　（舞鶴海軍工廠殉職者鎮魂碑）

4-23　海軍防備隊、警備隊砲台群（倉梯砲台跡）



構成文化財の写真一覧（舞鶴市）

4-26　舞鶴鎮守府周辺社寺群 4-27　舞鶴鎮守府島嶼施設
　　　　（雲門寺：臨時海軍建築部支所） 　　（蛇島ガソリン庫）



（様式３－２）

構成文化財の写真一覧（横須賀市・呉市・佐世保市・舞鶴市） 
 

5-1 ラッパ君が代 



日本遺産を通じた地域活性化計画 

認定番号 日本遺産のタイトル 

＃０３５ 
『鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴 ～日本近代化の躍動を体感できる

まち～』 

（１）将来像（ビジョン）

（四市の歴史的関係性の振り返り） 

明治期に国防の拠点として海軍鎮守府が設置されて以降、最先端の造船・造兵技術の集

積により日本の近代化を推進し、近代都市へと発展を遂げた独自の都市形成過程を歩んだ

旧軍港四市（以下「四市」という。）は、昭和 20（1945）年の太平洋戦争終結とともに軍

港都市としての役割を終え、戦後は、昭和 25（1950）年に公布・施行された「旧軍港市転

換法」に基づき、平和産業港湾都市へと生まれ変わった稀有な歴史を有するまちである。 

四市は戦後から現在に至るまで、都市の再建、基地対策等において相互に協力・連携し

ながら様々な課題・交流に取り組んできた歴史を有しており、四市のこうした長年にわた

る緊密な関係性、連携・協力体制は、他地域にはない大きな強みである。 

こうした歴史的背景の中で、四市の新たな都市間連携・地域活性化の形を近代化遺産の

活用という方向性で模索していた中で、平成 27（2015）年度に四市共同で日本遺産を申請

し、平成 28（2016）年４月に「鎮守府ストーリー」による日本遺産の認定を受けた。認定

後は長年の歴史的なつながりの中で培ってきた四市連携の基盤をもとに旧軍港市日本遺

産活用推進協議会（以下「協議会」という。）を設立し、「鎮守府ストーリー」を貴重な地

域の歴史として将来にわたり継承していくため、日本遺産を核とした新たな都市間連携の

形成に挑戦し、各地域の活性化を図るべく日本遺産を活かした様々な取組を通じて観光振

興、交流人口の拡大に努めてきたところである。四市連携した取組を通じて、四市の魅力

の発信とともに各市の様々な民間事業者による新たな動き等に着実につながっていると

感じており、今後とも取組を通じて四市の関係性をより深め、更なる取組の強化につなげ

ていきたい。 

（今後の課題） 

一方、日本遺産認定後６年が経過した今、これまでの四市における日本遺産事業の振り

返りを通じて幾つかの課題も見えてきた。今後の主な課題としては、「鎮守府ストーリー」

を地域の貴重な財産として将来にわたり継承し、四市の持つ魅力・価値（歴史・文化・技

術的価値）を国内外へ広く、明確に周知・発信していくための一層の取組の強化と日本遺

産事業を自立的・継続的な取組としていくための持続可能で戦略的な事業運営体制の推進

である。四市で日本遺産事業に取り組む強み（スケールメリット）を最大限に活かした取

組の充実を図ることが今後、一層求められていると分析している。 

また、四市に対する観光客等の認知度やニーズ等を把握することも今後の施策を効果的

に展開していくためには重要であると捉えている。 

（様式４）



（今後の取組の方向性） 

 今後は，海軍鎮守府の設置とともに歩み、築いたまちの歴史である「鎮守府ストーリー」

「鎮守府ブランド」を市民の誇りとしながら、保存と活用の両立を図り、効果的に発信し

ていくために、四市の歴史・文化ストーリーの次世代への継承（普及啓発）、ＳＮＳ等を活

用した情報発信、顧客ニーズの把握（顧客とのつながり）に重点を置き、戦略的に取組を

推進していく。 

また、「鎮守府ストーリー」を多くの人に伝え、体験・体感してもらうことができるよ

う、体験コンテンツ等の商品・サービス等の開発・提供や受入環境の整備、四市周遊促進

事業等の観光事業化にも取り組んでいく。 

なお、こうした取組の強化・充実に向けては、事業運営の中心的な役割を担う協議会と

地域の多様な主体との協力・連携体制の促進など、事業運営体制の強化を図ることが必要

となる。将来的には民間事業者主体による商品・サービス開発やコンテンツ造成等の更な

る広がりにつなげていくことができるよう、日本遺産「鎮守府」の魅力を高め、その価値

や情報の共有を図りながら、事業実施段階における連携強化を図り、効率的な事業運営体

制を推進していく。 

 

【協議会を中心とした自立・自走】 

協議会の強固な連携で、基盤となる組織整備・戦略立案・環境整備を軸として、「市民・

民間事業者交流や学術的交流による人材育成」、「教育機関への普及活動等によるストーリ

ーの継承」、「コンテンツ開発や商品造成による地域ブランドの向上、観光事業化・情報発

信」の事業運営の原動力となる 3つのサイクルを回し、自立・自走が可能な事業運営を実

施していく。（下記イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（将来の姿） 

 日本遺産「鎮守府」を活用した様々な取組を四市と各市の多様な主体が連携しながら磨

き上げ、充実を図り、また、各市における長期総合計画や文化財保存活用地域計画等に基

づく取組とも効果的に融合させ、四市が広域エリアで日本遺産事業に取り組む強みを最大

限に発揮しながら施策を展開していくことにより、四市の有する魅力・価値を再評価し、



将来に向けて継承・発信し、広域周遊の実現、鎮守府のブランド化を図り、それぞれのま

ちの更なる活性化と持続可能な地域づくりにつなげていく。 

また、遠く離れた四市における日本遺産事業を自立的・継続的な取組としていくことに

より、過去から現在に引き継がれた四市のつながりを将来に向けてより一層強固なものと

し、広域的な都市間連携の新たなモデルとしていくとともに、将来に向けて国を守る重要

な地域である四市から「鎮守府ストーリー」を通じて「四市の歴史的役割」や「四市の存

在意義」、「平和の理念」のメッセージを未来に向けて力強く発信し、次世代へ受け継いで

いく。 

 

※【添付資料１】旧軍港四市における「日本遺産を活用した地域活性化に向けた取組」

イメージ 

※【添付資料２】各市の長期的構想（総合計画、観光振興計画等）における日本遺産の 

位置づけ 

 



（２）地域活性化計画における目標 

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体

験すること 

指標①－Ａ：日本遺産のストーリーを体験した来訪者の数     

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

① 

数値 ② 

③ 

3,832 千人 1,444 千人 集計中 3,137 千人 3,387 千人 3,537 千人 

1,259 人 309 人 1,503 人  450 人  540 人   640 人 

48,626 人 5,271 人 5,615 人 21,500 人 26,550 人 29,600 人 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

「鎮守府ストーリー」、四市の魅力・価値を来訪者等に効果的に

分かりやすく伝えることができる構成文化財や主要な体験コン

テンツ等を指標として設定 

【把握方法】 

①主要な日本遺産構成文化財の来訪者数（各市） 

②日本遺産マンスの体験者数（各市） 

③日本遺産観光ガイド（ガイドツアー）の体験者数（各市） 

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体

験すること 

指標①－Ｂ：日本遺産のストーリーを伝えるための環境整備の進捗度 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 ① 

② 

61.2％ 62.8％ 62.8％ 63.7％ 65.0％ 66.3％ 

2 件 4 件 6 件 6 件 8 件 8 件 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

「鎮守府ストーリー」、四市の魅力・価値を来訪者等に分かりや

すく伝えるための基盤となる受入環境整備の進捗度を指標とし

て設定 

【把握方法】 

①日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合(各市） 

②日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計）（各市） 

目標②：地域において日本遺産のストーリーが誇りに思われること 

指標②－Ａ：地域住民が日本遺産のストーリーを誇りに思う割合 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 ① 

② 

57.1％ 100.0％ 88.3％ 86.9％ 87.3％ 87.7％ 

未実施 未実施 未実施 60.0％ 68.8％ 73.8％ 



③ 未実施 未実施 未実施 60.0％ 70.0％ 75.0％ 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

「鎮守府ストーリー」、四市の魅力・価値を地域住民が誇りに思

う（誇り・愛着・認知度）割合を把握するため、各種アンケート

調査結果を指標として設定 

【把握方法】 

①日本遺産マンスを通じたアンケート調査（各市） 

②学校への普及啓発を通じたアンケート調査（各市） 

③四市ＨＰ（ＳＮＳ）等によるアンケ―ト調査（四市） 

目標③：日本遺産を活用した事業により、経済効果が生じること 

指標③－Ａ：日本遺産関連の体験ツアー数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 ① 

② 

32 件 42 件 55 件 33 件 35 件 38 件 

352,298 人 179,453 人 146,107 人 211,995 人 218,758 人 224,771 人 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産による地域への波及効果を把握するため、日本遺産に関

連する体験コンテンツの造成数等を指標として設定 

【把握方法】 

① 民間事業者等による日本遺産関連の体験ツアー数（各市） 

② 体験コンテンツ「軍港クルーズ」の乗船者数（各市） 

目標③：日本遺産を活用した事業により、経済効果が生じること 

指標③－Ｂ：日本遺産関連のふるさと納税寄付額 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 24,477 千円 32,617 千円 35,180 千円 33,563 千円 34,563 千円 35,563 千円 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産による地域への波及効果を把握するため、日本遺産に関

連するふるさと納税返礼品を選択した方の寄付額を指標として

設定 

【把握方法】 

日本遺産関連のふるさと納税寄付額（各市） 

目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること 

指標④－Ａ：公開活用できている日本遺産構成文化財の割合 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 74.3％ 75.9％ 75.9％ 75.9％ 77.2％ 78.5％ 



目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

「鎮守府ストーリー」、四市の魅力・価値を多くの来訪者等に伝

えるとともに、適切に保存・活用していくために、構成文化財

の公開活用割合を指標として設定 

【把握方法】 

公開活用できている日本遺産構成文化財の割合 

目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること 

指標④－Ｂ：「文化財保存活用地域計画」等の策定数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 4 件 5 件 5 件 5 件 5 件 7 件 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

地域全体で文化財の保存・継承・活用を推進するなど、文化財

の保存と活用の好循環を図っていくための一つの指針となる文

化財に関する基本計画等の策定状況を指標として設定 

【把握方法】 

「文化財保存活用地域計画」等の指針の策定数（累計）（各市） 

目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること 

指標④－Ｃ：文化財の保存・活用に関わる地域プレイヤーの育成数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 ① 

② 

15 人 124 人 36 人   25 人 25 人 25 人 

43 団体 43 団体 44 団体 45 団体  46 団体 48 団体  

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

地域全体で文化財の保存・継承・活用を推進するために、地域

の担い手となる地域プレイヤーの育成状況を指標として設定 

【把握方法】 

①新規に養成した観光ガイドの登録者数（各市） 

③ 文化財の保存・活用に関わる団体数（各市） 

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ａ：地域の観光消費額 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 1,598 億円 869 億円 集計中 1,992 億円 2,051 億円 2,080 億円 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産を含めた地域全体への波及効果を把握するため、観光消

費額を指標として設定 

【把握方法】 

観光消費額（各市） 



目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ｂ：地域の観光入込客数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 2,008 万人 1,049 万人 集計中 1,927 万人 2,019 万人 2,161 万人 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産を含めた地域全体への波及効果を把握するため、観光入

込客数を指標として設定 

【把握方法】 

観光入込客数（各市） 

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ｃ：地域の宿泊者数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 2,419 千人 1,542 千人 集計中 2,783 千人 2,883 千人 2,907 千人 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産を含めた地域全体への波及効果を把握するため、宿泊者

数を指標として設定 

【把握方法】 

宿泊者数（各市） 

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ｄ：地域の外国人観光客数 

年度 
実績 目標 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

数値 477 千人 80 千人 集計中 391 千人 394 千人 395 千人 

目標値の設定の考え方 

及び把握方法 

日本遺産を含めた地域全体への波及効果を把握するため、外国人

観光客数を指標として設定 

【把握方法】 

外国人観光客数（各市） 

（３）地域活性化のための取組の概要 

 ６年間の振り返りを通じて見えてきた課題に対応し、今後３年間で地域活性化のために

取り組む日本遺産事業については、次の４本柱に沿って取組を推進していく。 

 

① 持続可能な組織運営体制の構築、戦略立案（マーケティング） 

日本遺産「鎮守府」という四市固有の地域資源を活用した日本遺産事業全体の底上げ（自

立・自走、持続化）を図るため、協議会が方針決定等の中心的役割を担いながら、各市観

光関連団体や民間事業者、高等教育機関等の多様な主体による日本遺産に関連した活動

（事業化）に結びつけていくことができる事業運営体制を構築・強化していくことにより、

日本遺産を活かした地域づくりの推進を図る。 



また、日本遺産「鎮守府」に対する認知度やニーズ等の顧客データを継続的に収集・分

析し、効果的な施策展開、情報発信（プロモーション）につなげていくことができるよう

協議会ホームページ等を活用したマーケティングを実施することにより、持続可能で戦略

的な組織運営体制を構築する。 

【該当事業区分】１ 組織整備、２ 戦略立案 

 【主な取組】   

・（拡）協議会を中心とした事業運営体制の強化 

運営ワーキンググループの設置、民間事業者等の多様な主体との連携体制の明確 

化、年度目標・事業計画の策定、戦略立案の強化等 

・（拡）協議会ＨＰ・ＳＮＳ、日本遺産事業（日本遺産ＷＥＥＫ等）を活用したマー 

ケティング（認知度、ニーズ調査等） など 

 

②日本遺産の普及啓発、受入環境の整備 

 海軍鎮守府とともに歩み、築いたまちの歴史である「鎮守府ストーリー」を市民の誇り

とするとともに、その魅力を国内外に広く伝えていくため、ガイド人材の育成、小学生に

向けた啓発、日本遺産構成文化財の保存・整備等の受入環境を整備し、「鎮守府ストーリ

ー」を将来にわたり継承していくための基盤整備を進める。 

【該当事業区分】３ 人材育成、４ 整備、６ 普及啓発 

 【主な取組】   

・（継）ガイド育成・交流事業 

・（新）地域プレイヤー、地域プロデューサーの育成・支援（各市観光ガイド、文化財 

保存活用団体等） 

・（拡）日本遺産マンス（日本遺産ＷＥＥＫ）（日本遺産構成文化財の特別公開） 

・（拡）日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化（各市） 

・（継）地域住民・小学生に向けた啓発（日本遺産講演会、出前講座、現地学習、教 

材活用等）（各市） 

・（継）教育旅行の誘致（各市） 

・（継）各市文化施策（文化財の保存・活用等）との連動（各市） 

千代ケ崎砲台跡保存活用計画の策定（横須賀市） 

文化財保存活用地域計画の策定（呉市・舞鶴市） 

重要文化財（建造物）旧佐世保無線電信所（針生送信所）施設保存活用計画の 

策定（佐世保市） など 

 

③日本遺産の観光事業化、誘客促進 

日本遺産「鎮守府」のまちとしての魅力の向上・発信を通じて、観光誘客の動機づけを

図るため、「鎮守府ストーリー」の核となる日本遺産構成文化財やサブストーリー（歴史・

文化・ものづくり・食文化等）を活かした観光振興（ストーリーを体験、体感できるコン

テンツの開発・提供など）、周遊促進事業に多様な主体が連携して取り組むことにより、地

域の活性化、交流人口の拡大（広域周遊の実現）を図る。 

 【該当事業区分】５ 観光事業化 



 【主な取組】   

・（拡）四市周遊促進事業、四市交流グルメイベント、クルーズ船誘致事業 

・（継）日本遺産活性化支援事業（日本遺産関連の商品開発等に対する支援） 

・（継）旅行会社・ＤＭＯ等と連携した旅行商品造成、体験コンテンツの開発・提供 

（各市）  

日本遺産巡り等のツアー造成、軍港クルーズ、海軍グルメ事業、リビングヒスト 

リー事業等 

・（継）各市観光施策との連動（拠点・２次交通の整備、体験コンテンツの開発）（各 

市） 

よこすかルートミュージアム（横須賀市） 

大和ミュージアムリニューアル計画（呉市） 

佐世保・小値賀観光圏整備計画（佐世保市） 

赤れんが周辺等まちづくり構想（舞鶴市） など 

 

④ 日本遺産の再評価・継承、情報発信 

海軍鎮守府とともに歩み、築いたまちの歴史である「鎮守府ストーリー」の認知度を向

上させ、将来にわたり継承していくため、調査研究事業の推進、継続的な情報発信体制の

整備等を通じて、日本遺産「鎮守府」の魅力・価値（歴史・文化・技術的価値）を再評価

し，国内外に広く発信することにより，四市の存在意義を高め、認知度向上や「鎮守府の

まち」としての都市のブランド化を図る。 

【該当事業区分】７ 情報発信 

【主な取組】 

・（継）旧軍港市日本遺産学術調査研究事業（日本遺産シンポジウム） 

・（拡）旧軍港市日本遺産活用推進協議会ＨＰ、ＳＮＳ（フェイスブック）等を活用し 

た情報発信 

  ・（新）インバウンド向け情報発信（「鎮守府ストーリー」・四市観光素材等の情報発

信、旧軍港市日本遺産活用推進協議会ＨＰの多言語化） など 

 

（４）実施体制 

・実施主体 旧軍港市日本遺産活用推進協議会（平成 28 年 6 月 7 日設立） 

・会長   舞鶴市長 多々見 良三 

・構成団体 旧軍港四市（横須賀市、呉市、佐世保市、舞鶴市） 

      各市商工会議所、各市観光協会ほか 計 13 団体 

 

「旧軍港市振興協議会」内に日本遺産事業を推進する「旧軍港市日本遺産活用推進協議

会」を設置し、日本遺産認定に係わる四市連携事業の実施並びに事業の推進を図っている。 

四市による広域的な取組を展開していくに当たり、事業の効率性、円滑な事業実施等を

勘案し、協議会内に四市長による部会長会議や四市担当課長による運営委員会を設け、日

本遺産事業の大きな方針、方向性の決定や事業計画の策定（協議・調整）を四市が主導で

行っている。併せて協議会内に設置する各市部会において、各市と民間事業者等が連携し、



各事業の実施に向けた調整等を行うスキームを組んでいる。 

なお、今後は日本遺産事業の一層の底上げ・持続化を図るため、各市の民間事業者等、

多様な主体との連携の更なる推進が必要と考えており、組織図に多様な主体との関係性を

明確に位置づけ、四市と多様な主体それぞれが情報を共有し、役割を担いながら取組の活

性化を図っていくこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【添付資料３】旧軍港市日本遺産活用推進協議会組織図  

※【添付資料４】旧軍港市日本遺産活用推進協議会規約 

 

［人材育成・確保の方針］ 

 ・「鎮守府ストーリー」を地域内外の多くの来訪者にしっかりと伝えていくためには、地

域プレイヤーの存在が欠かせないと考えている。四市においては「観光ボランティアガ

イド」がその一翼を担う存在であり、観光ボランティアガイド養成講座の開催など、各

市において担い手の育成（養成）に努めている。 

 また、四市全体としても、各市観光ガイドの相互交流を図り、ガイドスキルの向上と

「鎮守府ストーリー（四市の歴史）」の学習を通じて、四市全体の紹介ができるような取

組を行っているところである。 

 今後ともこうした観光ガイドや文化財保存・活用団体の育成・支援（組織化）など、地

域プレイヤーの育成・関係づくりに努めていく。 

・四市の歴史的背景を深掘りし、日本遺産構成文化財の学術的（技術的）価値を再評価・

発信していく取組として、四市に所在する高等専門学校などの高等教育機関等と連携



し、令和２年度に「旧軍港市日本遺産学術調査研究会」を設立した。 

四市を研究フィールドとした高等教育機関の知見やノウハウを活かした学術的な調

査研究事業の研究成果を通じて、四市日本遺産の価値・魅力の発信に取り組んでいると

ころであり、今後とも、研究会メンバーと四市の連携を図りながら、調査研究テーマや

成果発表方法の検討等、事業実施内容の進展を図りながら、「鎮守府ストーリー」の学術

的価値の発信を推進していく。 

 

（５）日本遺産の取組を行う組織の自立・自走 

四市は、戦後から現在に至る歴史的背景の中で旧軍港市振興協議会を設立し、都市の再

建、基地対策、観光振興（グルメ交流）、災害対応等において緊密な関係性、連携・協力体

制を維持してきている。日本遺産認定後は、こうした基盤をベースに四市を中心とした旧

軍港市日本遺産活用推進協議会を設立し、四市が協力して日本遺産事業に取り組むことに

より、広域による都市間連携を促進し、四市のつながりは一層強固なものとなっている。 

日本遺産事業の自立的・継続的な取組については、こうした旧軍港市振興協議会、旧軍

港市日本遺産活用推進協議会を基盤とした四市の強固な関係性をベースとしながら、今後

とも四市を中心に、地域の多様な主体を巻き込みながら、次のような考え方・方向性のも

と、地域活性化に繋げ、「鎮守府ストーリー」「四市の関係性（組織）」を将来にわたり受け

継いでいく。 

 

・日本遺産事業は、遠く離れた四市による広域的な都市間連携の取組である。長年培って

きた四市の関係性や地理的状況、効果的・効率的な事業実施等の観点から、事業方針の決

定や事業計画の策定等は、旧軍港市日本遺産活用推進協議会（四市）が中心となって行い、

各事業の実施段階においては、各市の民間事業者等の多様な主体と情報を共有し、連携し

ながら事業実施を行う。 

 なお、日本遺産事業は、四市の都市間連携の取組の一環であるとともに、総合的に見て

各市の地域活性化、持続可能なまちづくりを目指すという四市行政課題とも合致する公的

側面が強い性格を持った取組である。旧軍港市日本遺産活用推進協議会は、日本遺産事業

を通じて多様な主体が連携して取り組む中で民間の動きを誘発し、地域活性化につなげて

いくプラットフォームであることから、四市（行政）が主として財源支援を行い、取組を

推進していく。 

 

（６）構成文化財の保存と活用の好循環の創出に向けた取組 

日本遺産構成文化財は、「鎮守府ストーリー」の根幹をなすものであり、各市に現存する

構成文化財を含めた文化財等は、まさに過去から受け継がれてきた地域の財産であり、四

市のまちの歴史そのものである。 

構成文化財等を可能な限り将来に向けて継承していくことは四市の責務であり、また、

こうした構成文化財等の保存と活用の両立（好循環）を図っていくことは、地域の活性化、

日本遺産を核としたまちづくりを進めていく上でも大変重要な要素になってくる。 

 行政だけでなく、地域住民や民間事業者等が、地域一体となって「鎮守府ストーリー」



の価値・重要性に対する認識を共有し、保存・活用に向けて自主的に取り組んでいくこと

ができる意識の醸成、体制づくりが必要であり、各種取組を通じてシビックプライドを高

めていく。 

 

・海軍鎮守府とともに歩み、築いたまちの歴史である「鎮守府ストーリー」の魅力を広く

伝え、市民の誇りとしていくため、各市の観光ガイドを中心とした地域の担い手育成、小

学生への普及啓発、高等教育機関等と連携した学術調査研究（研究成果の発信）等に積極

的に取り組むことにより、日本遺産ストーリーの発信・継承・浸透に取り組む。 

・日本遺産「鎮守府」の認知度向上、ブランド化を図るため、民間事業者との連携を促進

することにより、四市の歴史・文化の魅力、「鎮守府ストーリー」を体験・体感することが

できる体験素材や旅行商品の造成、日本遺産を活用した商品開発等を行う民間事業者の支

援など、日本遺産構成文化財等を活用した民間事業者による商品・サービス・コンテンツ

の開発・提供を促していく。 

なお、こうした日本遺産関連の民間事業者主体の動きを更に誘発していくことができる

よう、協議会の事業運営体制を構築・強化する。 

 

・観光庁補助事業や文化庁補助事業等（よこすかルートミュージアム、２つのテーマを回

る佐世保日本遺産周遊コース、赤れんが周辺等まちづくり構想、大和ミュージアムリニュ

ーアル計画等）を活用した日本遺産構成文化財の拠点整備（文化観光の推進）や、文化財

保存活用地域計画の策定（呉市・佐世保市・舞鶴市）等による日本遺産構成文化財・文化

財等の保存・活用・継承の推進など、各市が行う観光・文化施策と協議会における事業を

連動・融合させ、効果的に発信することにより、日本遺産「鎮守府」の活用、文化・観光

拠点の整備、観光地の面的展開に取り組み、日本遺産事業の自立的・継続的な取組につな

げる。 

 

※【添付資料５】各市の文化財保存活用地域計画等  

 



（７）地域活性化のために行う事業  

（７）－１ 組織整備  

（事業番号１－Ａ） 

事業名 日本遺産事業の全体統括を行う組織体制の整備 

概要 日本遺産事業の計画的で円滑な事業実施を図るため、主たる事業運営主

体である「旧軍港市日本遺産活用推進協議会」の体制整備（強化）を行

う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
協議会の企画・運営体

制の整備 

効果的・効率的な施策展開を図っていく

ため、四市担当者の実務レベルでデータ

収集、戦略立案等を協議・調整（研究）

する運営ワーキンググループの設置や事

務局体制の検討など、協議会の企画・運

営体制の整備（強化）を行う。 

協議会 

（各市） 

② 

多様な主体が参画（連

携）した組織体制の整

備 

四市で行う日本遺産事業は内容も多岐に

わたるため、円滑に事業を推進するために

は地域の多様な主体との連携の促進が必

須となる。協議会組織図に民間事業者等の

多様な主体との関係性（役割）を明確に位

置づけ、双方が情報を共有し、役割を担い

ながら事業実施段階において円滑に連携

し、業務を推進していくことができる体制

を構築する。 

協議会 

（各市） 

③ 
地域の多様な主体との

連携促進 

日本遺産事業を推進していくために、各市

を中心に観光関連団体や民間事業者等と

の連携・協力体制を一層促進していくと

ともに、保存・継承・活用の担い手となる

観光ガイドや文化財保存活用団体等の地

域プレイヤーの育成・支援、関係づくりを

行う。 

各市 

④ 
協議会事業の円滑な実

施 

各市が事業実施段階において民間事業者

等の多様な主体と連携・協力しながら事

業を円滑に推進し、又協議会の運営委員

会、部会長会議においては事業の進捗状

況確認、事業計画の策定を行うなど、そ

れぞれが役割を担いながら事業計画に沿

った計画的で円滑な事業実施を行う。 

協議会 

（各市） 



年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
運営ワーキンググループの開催回数 14 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 43 団体 

2020 年 
運営ワーキンググループの開催回数 23 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 43 団体 

2021 年 
運営ワーキンググループの開催回数 25 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 44 団体 

2022 年 
運営ワーキンググループの開催回数 27 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 45 団体 

2022 年 
運営ワーキンググループの開催回数 27 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 46 団体 

2022 年 
運営ワーキンググループの開催回数 28 回 

日本遺産事業への民間事業者参画者数 48 団体 

事業費 2022 年：2,400 千円  2023 年：2,000 千円  2024 年：2,000 千円 

継続に向けた

事業設計 

協議会において事業計画に沿った計画的で円滑な事業実施を進めてい

くことから、四市からの負担金をベースに事業を継続していく。 
 

（７）－２ 戦略立案  

（事業番号２－Ａ） 

事業名 計画的な日本遺産事業の実施に向けた仕組みの整備 

概要 地域活性化計画に掲げる日本遺産事業の計画的で円滑な事業実施を図

るため、データ収集、分析、効果検証、情報共有等に戦略的に対応する

ことができる仕組みを整備する。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
マーケティング調査の

実施 

効果的な施策展開、プロモーションを行っ

ていくため、協議会ＨＰやＳＮＳ等を活用

し、日本遺産「鎮守府」の認知度やニーズ

等のデータを継続的に収集していく。 

協議会 

（各市） 

② 

運営ワーキンググルー

プの設置 

 

データの収集・分析、ターゲットの設定、

課題の抽出等、日本遺産事業の中長期的な

戦略を四市担当者の実務レベルで検討（研

究）・協議する場（運営ワーキンググルー

プ）を設置する。 

協議会 

（各市） 

③ 

各事業の進捗、目標値、

課題の共有 

 

定期的に開催する運営委員会において、各

事業の進捗や目標達成状況など必要な情

報を共有し、課題に対する対応等を協議

し、計画的な事業実施を図る。また、年度

協議会 

（各市） 



目標、事業計画の策定等を適切に行う。 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 運営委員会の開催回数 3 回 

2020 年 運営委員会の開催回数 5 回 

2021 年 運営委員会の開催回数 3 回 

2022 年 運営委員会の開催回数 4 回 

2023 年 運営委員会の開催回数 4 回 

2024 年 運営委員会の開催回数 4 回 

事業費 2022 年：5,650 千円  2023 年：5,650 千円  2024 年：5,650 千円 

継続に向けた

事業設計 

協議会において策定した事業計画等に基づいて計画的、戦略的な事業運

営に取り組んでいくことから、四市からの負担金をベースに事業を継続

していく。 
 

（７）－３ 人材育成  

（事業番号３－Ａ） 

事業名 日本遺産の保存・活用の担い手となる人材の育成・支援 

概要 地域一体となって「鎮守府ストーリー」の保存・継承・活用に取り組む

ため、地域の担い手となる地域プレイヤー等の育成、確保や組織化に向

けた支援を行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

地域ガイドの育成・交

流事業 

 

各市において観光ガイドを対象とした養

成講座、スキルアップ講座等を実施し、日

本遺産の主たる地域の担い手となる人材

育成を行うとともに、四市間でガイドの相

互交流を実施し、効果的な観光案内、プロ

モーションを行うことができるよう支援

し、各市の構成文化財等において体験型の

質の高いツアーを実施する。  

各市 

（協議会） 

② 

地域の文化財保存活用

団体の育成・支援 

 

各市において日本遺産構成文化財の保存・

活用等を自主的に担う団体を対象とした

日本遺産講座やワークショップ等を開催

し、知識の向上、認識の共有を図り、地域

全体で日本遺産の保存・活用の推進を図る

土壌づくりを行う。また、文化財保存活用

支援団体としての組織化等の支援を行う。 

各市 

（協議会） 

③ 
地域プロデューサーの

育成・支援 

各市において日本遺産事業の総合的な推

進の担い手となる地域プロデューサーの
各市 



育成・支援（関係づくり）を行うとともに、

各市との連携体制の強化を図ることによ

り、効果的で円滑な事業実施につなげる。 

④ 組織運営体制の確立 

各地域の観光ガイドや文化財保存活用支

援団体の運営体制、各市との連携体制を確

立し、効果的で円滑な事業実施につなげ

る。 

各地域 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
ガイド養成講座の開催回数 24 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 32 件 

2020 年 
ガイド養成講座の開催回数 4 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 42 件 

2021 年 
ガイド養成講座の開催回数 19 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 55 件 

2022 年 
ガイド養成講座の開催回数 24 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 33 件 

2023 年 
ガイド養成講座の開催回数 24 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 35 件 

2024 年 
ガイド養成講座の開催回数 24 回 

日本遺産ガイドツアーの実施数 38 件 

事業費 2022 年：5,100 千円  2023 年：2,100 千円  2024 年：2,100 千円 

継続に向けた

事業設計 

地域における日本遺産の保存・活用の担い手の育成等に関わる事業であ

るため、基本的には各市の自主財源等を活用しながら事業を実施してい

く。 
 

（７）－４ 整備  

（事業番号４－Ａ） 

事業名 日本遺産ストーリーに関する施設等の整備・充実 

概要 「鎮守府ストーリー」を地域内外の来訪者に効果的に分かりやすく伝え

るため、ストーリーの理解に必要となる解説板等の基盤整備（充実）を

行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

四市共通ストーリーブ

ック・ガイドブックの

作成 

四市固有の歴史・文化のストーリーや貴

重な日本遺産構成文化財等を伝える四市

版のストーリーブック・ガイドブックの

内容を更新し、四市の魅力として発信・活

用していく。また、多言語ガイドブックに

ついても内容を更新し、協議会ＨＰ等で広

く発信する。 

協議会 

（各市） 



② 

日本遺産構成文化財多

言語解説案内板の現状

把握（整備計画） 

各市の構成文化財多言語解説案内板の整

備状況を把握し、整備の必要な箇所の特

定、整備計画を策定する。 

 

各市 

③ 

日本遺産構成文化財解

説案内板の整備（多言

語化） 

地域内外の来訪者に「鎮守府ストーリー」

を幅広く伝えていくため、未整備の多言語

解説案内板の整備を行う。なお、多言語化

に当たっては、ネイティブによる解説文の

翻訳を基本とする。 

各市 

④ 

旧軍港市日本遺産活用

推進協議会ＨＰの内容

等の整備 

地域内外の多くの人に「鎮守府ストーリ

ー」、四市の魅力を発信していくため、協

議会ＨＰの内容の整備（多言語化、構成文

化財へのアクセス方法の明記等）を行う。 

協議会 

（各市） 

⑤ 
日本遺産ガイドセンタ

ー等の拠点整備 

日本遺産「鎮守府」のストーリーの全体像、

各市の歴史等を伝える機能を有する拠点

整備を行い、地域内外の多くの人に「鎮守

府ストーリー」の魅力を発信していく。 

各市 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 61.2％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 21,919 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 2 件 

2020 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 62.8％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 23,146 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 4 件 

2021 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 62.8％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 14,338 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 6 件 

2022 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 63.7％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 25,000 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 6 件 

2023 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 65.0％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 26,000 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 8 件 

2024 年 

日本遺産構成文化財解説案内板の多言語化の割合 66.3％ 

協議会ＨＰへのアクセス数 27,000 件 

日本遺産ガイドセンター等の拠点整備数（累計） 8 件 

事業費 2022 年：14,507 千円 2023 年：59,280 千円 2024 年：368,772 千円 



継続に向けた

事業設計 

日本遺産ストーリーを広く伝えるための基盤整備事業であり、四市負担

金及び各市自主財源等（国庫補助金等の活用を含む。）を活用しながら

継続、安定した事業展開を行う。 
 

（７）－５ 観光事業化  

（事業番号５－Ａ） 

事業名 日本遺産体験コンテンツ・商品等の開発・販売 

概要 日本遺産「鎮守府のまち」の魅力の向上、発信を通じて観光誘客の動機

づけを図り、誘客を促進するため、四市と民間事業者等の多様な主体が

連携し、新たな Living History やガイドツアーなど「鎮守府ストーリ

ー」を体験・体感できるコンテンツの開発・提供を促進する。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

体験素材の洗い出し、

開発 

 

各市に所在する日本遺産構成文化財やサ

ブストーリー（歴史・文化・ものづくり・

食等）を活かした体験素材の洗い出しを行

い、体験コンテンツ・商品等への磨き上げ

（開発）を行う。 

各市、 

民間事業者 

② 

体験コンテンツ等のプ

ロモーション 

 

「鎮守府ストーリー」に関連した体験コン

テンツ等を地域内外の来訪者に体験・体

感してもらうため、旅行商品への組み込み

や商品開発など、民間事業者等へのプロモ

ーションを行う。 

各市、 

民間事業者 

③ 

体験コンテンツ等の販

売 

 

開発した体験コンテンツ等を旅行商品の

造成や商品化につなげ、OTA 等を通じた販

売・提供を行う。 

民間事業者 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     32 件 

日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 90 件 

2020 年 
日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     42 件 

日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 94 件 

2021 年 
日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     55 件 

日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 112 件 

2022 年 
日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     33 件 

日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 116 件 

2023 年 
日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     35 件 

日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 122 件 

2024 年 日本遺産に関連した体験コンテンツ等の造成数     38 件 



日本遺産関連のふるさと納税返礼品数（種類） 128 件 

事業費 2022 年：34,931 千円 2023 年：43,224 千円 2024 年：36,644 千円 

継続に向けた

事業設計 

基本的には、各市と民間事業者等との連携による取組となるため、各市

において必要な財源措置を行いながら事業を継続していく。なお、将来

的には、民間事業者による体験コンテンツ等の売上収入の協議会への還

元など、財源確保の方法の研究を進める。 

 

（事業番号５－Ｂ） 

事業名 四市周遊促進事業の展開 

概要 日本遺産「鎮守府のまち」の魅力の向上、発信を通じて観光誘客の動機

づけを図り、各市への誘客を促進するため、四市周遊促進事業を企画し、

広域周遊の実現、交流人口の拡大を行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
四市周遊促進事業の企

画・立案 

旧軍港市日本遺産活用推進協議会におい

て実施するマーケティング調査等をもと

に、ターゲットを絞った効果的な四市周遊

促進事業を企画・立案する。  

協議会 

② 
四市周遊促進事業の実

施 

四市交流グルメイベント、クルーズ船誘致

事業をはじめとした四市周遊促進事業を

実施する。 

協議会 

③ 
四市周遊促進事業の効

果検証 

四市周遊促進事業参加者に対するアンケ

ート調査や事業実績報告書等をもとに、事

業実施に対する効果検証を行い、今後の事

業展開につなげる。 

協議会 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
各市の観光入込客数 2,008 万人 

事業体験者の満足度 90.2％ 

2020 年 
各市の観光入込客数 1,049 万人 

事業体験者の満足度 100.0％ 

2021 年 
各市の観光入込客数 集計中 

事業体験者の満足度 88.7％ 

2022 年 
各市の観光入込客数 1,927 万人 

事業体験者の満足度 89.3％ 

2023 年 
各市の観光入込客数 2,019 万人 

事業体験者の満足度 89.5％ 

2024 年 
各市の観光入込客数 2,161 万人 

事業体験者の満足度 89.8％ 

事業費 2022 年：11,780 千円 2023 年：6,000 千円 2024 年：8,000 千円 



継続に向けた

事業設計 

四市の周遊促進を図る協議会として取り組む事業であり、四市からの負

担金をベースに、必要に応じて国庫補助金等の活用も視野に入れながら

事業を実施していく。 
 

（７）－６ 普及啓発  

（事業番号６－Ａ） 

事業名 学校教育との連携 

概要 日本遺産「鎮守府のまち」の魅力・価値を次世代を担う子どもたちに伝

えることにより、理解・関心を高め、郷土に対する愛着、誇りを感じて

もらうことができるよう、学校教育と連携した普及啓発を行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
出前講座、現地学習等

の実施 

次世代を担う子どもたちの日本遺産に対

する理解度・関心を向上させるため、地域

の歴史そのものである日本遺産ストーリ

ーや日本遺産構成文化財等に関する出前

講座・現地学習の開催、子どもガイドの育

成、副読本の活用など、子どもたちが日本

遺産に触れる機会を創出する普及啓発活

動を学校（教育委員会）と連携しながら実

施する。 

各市、学校 

② 教育旅行の誘致 

「鎮守府ストーリー」は四市のまちの発展

の歴史そのものであり、その内容は日本の

近代化につながる産業技術学習や平和学

習の素材に十分なり得るものである。地域

内外の次世代を担う子どもたちに四市に

対する理解・関心を深めてもらうため、教

育旅行の誘致を行う。 

各市 

③ 
子どもたちの理解度調

査 

地域の子どもたちが日本遺産ストーリー

を理解し、地域に愛着を持っているかどう

か等の理解度を調査する。  

各市 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 

子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
未実施 

出前講座、現地学習等に参加した人数 5,837 人 

2020 年 
子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
未実施 



出前講座、現地学習等に参加した人数 1,338 人 

2021 年 

子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
未実施 

出前講座、現地学習等に参加した人数 4.104 人 

2022 年 

子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
60.0％ 

出前講座、現地学習等に参加した人数 5,304 人 

2023 年 

子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
68.8％ 

出前講座、現地学習等に参加した人数 5,304 人 

2024 年 

子どもたちが日本遺産ストーリーを理解している

（地域に愛着を持っている）割合 
73.8％ 

出前講座、現地学習等に参加した人数 5,304 人 

事業費 2022 年：3,829 千円 2023 年：3,840 千円 2024 年：3,840 千円 

継続に向けた

事業設計 
基本的には、各市と学校等との連携による取組となるため、各市におい

て必要な財源措置を行いながら事業を継続する。 

 

（事業番号６－Ｂ） 

事業名 地域住民への普及啓発 

概要 日本遺産「鎮守府のまち」の魅力・価値を地域住民が理解し、地域の誇

りに思えるよう、地域住民に対する普及啓発活動を継続的に行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
日本遺産を学び、触れ

る機会の提供 

広く地域住民の日本遺産に対する理解度

・関心を向上させるため、日本遺産マン

スや講演会・講座の開催等、日本遺産ス

トーリーや日本遺産構成文化財等に触

れ、学び、感じることができる機会を提

供する。 

各市、協議会 

② 

日本遺産学術調査研究

会（日本遺産シンポジ

ウム） 

地域住民の日本遺産に対する理解度・関

心を向上させるため、高等教育機関と連

携し、学術的な視点から日本遺産「鎮守

府」の歴史の考察を行う学術調査研究会

（シンポジウム）を開催し、より深く日

本遺産スト―リーや価値に触れ、学ぶこ

とができる場を提供する。 

 

各市、協議会 



③ 地域住民の理解度調査 

地域住民が日本遺産ストーリーを理解

し、地域の誇りに思っているかどうか等

の理解度を調査する。 

各市 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
      57.1％ 

2020 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
     100.0％ 

2021 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
     88.3％ 

2024 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
     86.9％ 

2023 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
     87.3％ 

2024 年 
地域住民が日本遺産ストーリーを理解し、誇りに

思う割合 
     87.7％ 

事業費 2022 年：8,988 千円 2023 年：5,797 千円 2024 年：4,797 千円 

継続に向けた

事業設計 

日本遺産ストーリーの普及啓発の取組であり、取組内容に応じて、四市

からの負担金又は各市の自主財源を充当しながら、継続した事業展開に

取り組んでいく。 
 

（７）－７ 情報編集・発信  

（事業番号７－Ａ） 

事業名 旧軍港市日本遺産活用推進協議会ＨＰを活用した情報発信 

概要 「鎮守府ストーリー」とともに、来訪者が必要とする四市情報を分かり

やすく伝え、発信することができるよう、協議会ＨＰの内容等の充実・

整備を行う。 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
協議会ＨＰの情報内容

の充実 

来訪者等に「鎮守府ストーリー」、四市の

魅力等を分かりやすく伝えることができ

るよう、ＨＰ内の情報内容（構成文化財

の地図、アクセス、イベント情報等）を

整理・充実する。 

協議会 

（各市） 

② 協議会ＨＰの整備 

インバウンドを含めた来訪者等に「鎮守府

ストーリー」、四市の魅力等を分かりやす

く伝えることができるようＨＰの多言語

化を図るとともに、ＳＮＳ（フェイスブッ

ク）による情報発信体制を整備するなど、

情報発信体制を強化する。 

協議会 

（各市） 



③ 鎮守府ファンの獲得 

協議会ＨＰ、ＳＮＳを通じた情報発信を通

じて獲得した顧客（鎮守府ファン）との関

係性（エンゲージメント）を構築し、ニー

ズ把握等のデータ収集につなげる。 

協議会 

（各市） 

年 事業評価指標 実績値・目標値 

2019 年 
協議会ＨＰのアクセス数 21,919 件 

ＳＮＳのフォロワー数 -人 

2020 年 
協議会ＨＰのアクセス数 23,146 件 

ＳＮＳのフォロワー数 -人 

2021 年 
協議会ＨＰのアクセス数 14,338 件 

ＳＮＳのフォロワー数 2,000 人 

2022 年 
協議会ＨＰのアクセス数 25,000 件 

ＳＮＳのフォロワー数 2,200 人 

2023 年 
協議会ＨＰのアクセス数 26,000 件 

ＳＮＳのフォロワー数 2,400 人 

2024 年 
協議会ＨＰのアクセス数 27,000 件 

ＳＮＳのフォロワー数 2,500 人 

事業費 2022 年：189 千円  2023 年：189 千円  2024 年：189 千円 

継続に向けた

事業設計 

日本遺産ストーリー、四市の魅力を発信するという協議会としての事業

であることから、四市からの負担金をベースに事業を実施する。 
 

 ※【添付資料６】旧軍港日本遺産活用推進協議会 Ｒ４～Ｒ６年度事業計画表



【添付資料１】

３ 日本遺産の観光事業化 / 誘客促進

 事業区分：「5 観光事業化」

      ・旅行会社等と連携した旅行商品等の開発・造成

 ○地域資源の活用、体験提供→誘客促進・交流人口の拡大

４ 日本遺産の再評価・継承 / 情報発信

 ○事業例 ・四市周遊促進事業、クルーズ船誘致事業、グルメ交流会
 ○学術的価値の再評価，効果的な情報発信→認知度向上、将来への継承
 事業区分：「7 情報発信」

 ○事業例 ・日本遺産学術調査研究事業（日本遺産シンポジウム）
      ・協議会HP・SNS・メディア等を活用した情報発信
      ・インバウンド関連事業（ストーリー等の発信） など      ・各市における観光施策との連動   など

旧軍港四市における「日本遺産を活用した地域活性化に向けた取組」イメージ

観光関連事業者

DMO・観光関連団体

宿泊・交通事業者

旧軍港市日本遺産活用推進協議会

（構成団体）
・旧軍港四市（横須賀市・呉市・佐世保市・舞鶴市）

課題①

・各市商工会議所，観光協会ほか

市民・観光ガイド・保存活用団体

高等教育機関（高専等）

金融機関（銀行・信用金庫等）

■ 事業運営体制

（促進）
 連携・協力

２ 日本遺産の普及啓発 / 受入環境の整備

 ○人材育成、保存・啓発・継承、環境整備→市民の誇り、基盤整備
 ○事業例 ・地域プレイヤー、地域プロデューサーの育成・支援
        ・日本遺産マンス（ＷＥＥＫ）、学校・地域住民に対する普及啓発
      ・各市における文化施策との連動  など

など

 ○民間事業者等との連携促進・戦略立案の強化→事業全体の底上げ
 事業区分：「3 人材育成・4 整備・6 普及啓発」

１ 持続可能な組織運営体制の構築 / 戦略立案

     ・年度目標、事業計画等の策定  など

国・県（文化庁・観光庁・防衛省等）

 事業区分：「1 組織整備・2 戦略立案」

 ○事業例 ・協議会を中心とした事業運営体制の強化（民間連携促進）
     ・協議会HP・SNS等を活用したマーケティング調査

■ 取組の概要（４本柱）

各市の観光・文化施策（横須賀・呉・佐世保・舞鶴）

連動（強化）

【目指すべき将来の姿】

○四市の魅力・価値を将来に向けて継承・発信

○広域周遊の実現、鎮守府のブランド化

○各都市の活性化、持続可能な地域づくり

※四市価値の明確化、日本遺産を核とした広域的な都市

間連携の推進（モデル）、平和理念の追求

多様な主体（地域住民・民間事業者等）

【今後の取組テーマ】

○「鎮守府ストーリー」を市民の誇りと

し、多くの人に伝えていく取組の強化

（継承・発信・戦略・観光事業等）

○事業運営体制の構築・強化

【今後の課題（総括評価：H28～R3）】

課題① 組織整備（体制強化・民間連携）

課題③ 戦略立案（データ・観光戦略）

課題③ 魅力・価値の継承・啓発・発信



【添付資料１】



【添付資料２】 

各市の長期的構想（総合計画、観光振興計画等）における日本遺産の位置づけ 

 

１ 長期総合計画への位置づけ 

(1) 横須賀市「YOKOSUKA ビジョン 2030 横須賀市基本構想・基本計画（R4～R11）」 

   開国や旧軍港都市の歴史、海やみどりの豊かな自然環境など、地域資源の魅

力を磨くとともに、ストーリー化を図ることで、確固としたブランド力を築き

ます。（観光・文化：地域資源のブランド化と発信） 

 

(2) 呉市 「第５次呉市長期総合計画前期基本計画（R3～R7 年度）」 

   呉市特有の歴史や文化など地域の特性を活かしながら、観光客のニーズに応 

  じた付加価値の高いサービスを提供することによって、観光産業の質を向上さ 

せる。（観光振興策の展開） 
 

   市民、民間団体等と連携し、地域の歴史的魅力である日本遺産などを積極的 

  に情報発信することで、文化財の適切な保存と積極的な活用による地域の活性 

化を図る。（文化財の保存・活用） 
 

   横須賀市、呉市、佐世保市、舞鶴市の旧軍港四市が協力して、基地周辺対策 

や旧軍港市転換法に基づく旧軍用財産の展活用、災害時の相互応援などに取り

組む。（広域連携の推進：旧軍港市との連携の推進） 

 

(3) 佐世保市 「第７次佐世保市総合計画（R2～R9 年度）」 

   佐世保市を代表する観光地である西海国立公園で、世界で最も美しい湾クラ 

  ブに加盟した九十九島とハウステンボスに加え、世界文化遺産「黒島の集落」 

や２つの日本遺産「鎮守府」と「三川内焼」をはじめとした本市の魅力的な地 

域資源の更なる磨き上げと情報発信、誘致活動を関係機関と連携して行うこと 

で、国内外からの交流人口の増加を図り、観光消費額の拡大に繋げる。 

 

(4) 舞鶴市 「第７次舞鶴市総合計画（R1～R8 年度）」 

   舞鶴の観光ブランドである「赤れんが」と「海・港」を中心に、舞鶴ならで 

  はの多様な歴史や文化、自然、食など、地域の魅力的な観光資源を掘り起し、 

観光振興による交流人口の拡大を図るとともに、市民が愛着の持てる観光まち 

づくりを進めるにあたり、以下 2つの事業の推進を図る。 

① 海軍ゆかりの地域資源「日本遺産」観光交流ゾーンの整備 

東郷邸、海軍記念館、海上自衛隊北吸桟橋から赤れんがパークに至るエリ

アを「日本遺産」を巡る観光交流ゾーンとして位置づけ、広くプロモーシ

ョンすることにより、赤れんがパーク来場者の増大を図る。 

② 海軍ゆかりの地域資源 赤れんが周辺等まちづくり事業の推進 

年間 150 万人を受け入れる日本有数の一大交流拠点をつくるべく、防衛省
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「まちづくり支援事業」を活用して、本市の観光戦略拠点である「舞鶴赤

れんがパーク」を中心に、周辺地域を一体的に整備する。また、「日本遺産」

と「日本の 20 世紀遺産 20 選」の２つのブランドを生かした観光誘客を図

るとともに、積極的な民間活力の導入や、市街地も含めたエリアマネジメ

ントにより、まちなかの活性化につなげ、「海軍ゆかりのまち舞鶴」のブラ

ンドを形成する。 

 

２ 観光振興計画等への位置づけ（他の観光施策との連携） 

(1) 横須賀市 

「横須賀市観光立市推進基本計画」（H28 年度策定）及び「横須賀市観光立市 

  推進アクションプラン」（H29 年度策定）の策定 

   計画の中では、日本遺産を観光資源として捉え、関係市との連携により相乗 

効果を図ることとしている。 

「よこすかルートミュージアム」 

日本遺産を含む市内に点在する近代化遺産や文化、自然などをサテライトと 

  して設定、ルートで繋ぐことで、市全体をミュージアムとして捉える新しい横 

須賀の楽しみ方を提案している。 

 

(2) 呉市 

「呉市観光振興計画（R3 年度策定）」 

マーケティングの視点を取り入れ、顧客ニーズに基づき観光施策に戦略的 

に対応するとともに、新たな観光推進体制の構築を検討していく。 

本計画は、今後の観光の在り方の方向性を示す指針であるため、個別具体 

の取組については示していないが、取組の方向性の一つとして、「呉ならでは 

の観光プロダクトの充実」を掲げている。今後は、呉市の貴重な地域資源で 

ある日本遺産（鎮守府関連遺産等）を民間事業者等と一体となって、ニーズ 

に基づき磨き上げ、体験プログラム等の商品・サービスの開発・提供に努め 

ていく。 
 

「呉海自カレー事業（H27 年度開始）」 

シールラリー、呉海自カレーフェスタ等の取組を通じて、海軍鎮守府時代 

から今につながる食文化、日本遺産の魅力を発信し、誘客促進に繋げる。 
 

「呉鎮守府開庁 130 年事業（R1 年度実施）」 

呉市発展の基礎となった呉鎮守府開庁の歴史を振り返るとともに、明治期

の日本近代化を牽引した日本遺産ストーリーの啓発・継承に海上自衛隊を含

めた呉市全体で取り組み、観光面からも誘客促進に努めた。 

   また、記念事業の一環として調査等を行った亀ヶ首発射場跡は、令和２年 

度に日本遺産構成文化財の追加認定を受け、現在、民間事業者や地域ボラン 
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ティア団体等による見学ツアーの実施等、事業化（活用）を進めている。 

 

(3) 佐世保市 

「佐世保市観光アクションプラン」の策定（R3～R5 年度） 

アクションプランでは、WITH コロナ、AFTER コロナの視点で今後の方向 

性、ターゲット、目標等を検討し、今後３年間で本市観光業の V字回復を図 

る上で、市、佐世保観光コンベンション協会及び観光関連の民間事業者が連 

携して実施する事業について、基本的な方向性と推進体制及び、重点的に取 

り組むべき内容について定めている。 

（事業アクション（誘致・受入整備）のポイント） 

   ・WITH コロナの視点（ニューノーマル観光） 

   ・コロナに影響を受けないもの（コロナに左右されない） 

（推進体制整理・構築アクション） 

・観光振興における推進体制の役割整理～構築のアクション 

（佐世保観光の重点として訴求・整備するコンテンツ） 

・佐世保中心市街地、二大観光資源「九十九島＆ハウステンボス」、旧海 

軍・鎮守府関連資源、その他の佐世保の多彩な魅力 

 

「海風の国」佐世保・小値賀観光圏整備計画（H30～R4 年度） 

(基本的事項) 

・多様な関係者と合意形成を図り、観光地域づくりを推進する。 

・データの継続的な収集を行い、明確な観光戦略・目標をもって事業を推 

進する。 

・ブランドコンセプト「海風の国」に基づいた一元的な情報発信、プロモ 

ーションを行う。 

・地域団体等の観光地域づくり、観光事業や観光サービス品質に関する事 

業を推進する。 

 

「日本遺産「鎮守府」の情報発信機能を持つ歴史公園」の供用開始（R7 年

度） 

  佐世保市には、日本遺産「鎮守府」の構成文化財（近代化遺産）が市内

各所に点在していることから、「鎮守府」全体を説明・案内するガイダンス

機能の設置が求められている。そこで、佐世保鎮守府倉庫跡遺跡（立神広

場）を活用し、日本遺産「鎮守府」の情報発信機能を有する歴史公園とし

て令和７年度中の供用開始を目指して整備を図っている。 

（基本理念）佐世保の昔と今をつなぐフィールドミュージアム 

       ～日本遺産を活かした体感と学びの拠点づくり～ 
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（基本方針） 

 ・佐世保フィールドミュージアムの基点となる広場 

 ・郷土愛と郷土の誇りを醸成する学びの場となる広場 

 ・多様な世代が集い楽しむ広場 

 

(4) 舞鶴市 

まいづる観光ブランド戦略から抜粋 
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旧軍港市日本遺産活用推進協議会　組織図

【役割】

　・事業方針・事業計画等の策定

　・予算・決算承認

　・マーケティング調査

※¹公益財団法人佐世保観光コンベンション協会

※²一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社舞鶴地域本部（海の京都DMO）

【横須賀部会】

・横須賀市

・観光協会

・商工会議所

・集客促進

実行委員会

横須賀市
国際交流・
基地政策課

【呉部会】
・呉市

・観光協会
・商工会議所

【佐世保部会】
・佐世保市

・観光協会※¹
・商工会議所

【舞鶴部会】
・舞鶴市

・観光協会※²
・商工会議所

理事会
【当番理事】

事務局

呉市
総務課

佐世保市

基地政策局

舞鶴市
企画政策課

運営委員会
【委員長】

【旧軍港市クルーズ

振興協議会】

・横須賀市

・呉市

・佐世保市

・舞鶴市

クルーズ事務局

【旧軍港市日本遺産活用推進協議会 部会長会議】
【旧軍港市振興協議会 正副会長会議】

旧軍港市振興協議会

旧軍港市日本遺産活用推進協議会

【各市における多様な主体（地域住民・民間事業者等）】

・市民・観光ガイド・保存活用団体 ：役割（日本遺産ストーリー等の保存・継承・活用）
・観光関連事業者 ：役割（日本遺産ストーリーを活用した観光事業化：商品造成、コンテンツ開発等）
・DMO・観光連絡団体 ：役割（日本遺産ストーリーを活用した観光事業化：商品造成、コンテンツ開発等）
・高等教育機関（高専等） ：役割（日本遺産ストーリー、構成文化財等の学術的調査・研究：価値の明確化、発信）
・金融機関（銀行・信用金庫等） ：役割（ネットワークを活用した商品開発、周遊促進事業化）
・宿泊・交通事業者 ：役割（日本遺産ストーリーを活用した観光事業化：商品造成、コンテンツ開発等）
・国・県（文化庁・観光庁・防衛省等）：役割（日本遺産事業の推進に関わる指導・助言、補助事業の活用）
※日本遺産事業の実施段階において、協議会・各市と連携（事業ごとに多様な主体が連携・情報共有）
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旧軍港市日本遺産活用推進協議会規約 

 

平成 28年６月７日 

(名称) 

第１条 本協議会は、旧軍港市日本遺産活用推進協議会と称する。 

 

（位置付け） 

第２条 本協議会は、旧軍港市振興協議会内に位置付ける。 

 

 (目的) 

第３条 本協議会は、日本遺産認定に係る四市連携事業の実施並びに事業の推進に関し必

要な事項を協議することをもって目的とする。 

 

(組織) 

第４条 本協議会は、旧軍港四市の市（次条において「四市」という）、観光協会、商工会

議所等で構成する次の部会の連合体として組織する。 

(1) 横須賀部会 

(2) 呉部会 

(3) 佐世保部会 

(4) 舞鶴部会 

 

(役員) 

第５条 本協議会に次の役員を置く。 

(1) 会長     １名 

(2) 部会長        ４名（四市の長。内１名は会長兼務とする） 

２  会長は、部会長において互選する。 

３ 会長の任期は２年とする。 

 

(役員の職務) 

第６条  会長は、本協議会を代表する。 

２ 部会長は、会長を助け会長に事故あるときは会長の職務を代行する。 

３ 役員会は、年１回開催し、本協議会の基本的方向性その他の重要事項を協議する。 

 

（運営委員会） 

第７条 運営委員は、各部会より３名以内の必要数を各部会長が選任する。 

２ 運営委員長は、会長を務める部会の運営委員のうちから１名が務める。 

３ 運営委員長は、運営委員会の議長を務める。 

４ 運営委員会は必要ある場合に随時会長がこれを招集する。 

５ 運営委員は、運営委員会において本協議会常時の案件を討議推進する。 



(顧問及び参与) 

第８条 本協議会の顧問及び参与は、旧軍港市振興協議会の顧問及び参与をもって充てる。 

２ 顧問及び参与は、本協議会の重要事項について諮問を受け、又は役員会に出席し

て意見を述べる。 

 

（アドバイザーの委嘱等） 

第９条 会長は、日本遺産や地域振興について専門知識を有する者をアドバイザーとして

委嘱することができる。 

  ２ 会長は、旧軍港四市に関して知見を有する者を必要に応じて役員会、運営委員会

に招へいし意見を聴取することができる。 

 

(経費) 

第 10 条 本協議会の経費は、補助金、旧軍港市負担金その他の収入をもって充てる。 

 

(事務局) 

第 11 条 本協議会の庶務は旧軍港市振興協議会事務局が務める。 

 

(運営上の必要事項) 

第 12 条 この規約に定めるもののほか、本協議会の運営に関する必要な事項は、部会長の 

同意を得て会長が定める。 

 

 

附則 

この規約は、平成 28 年６月７日から施行する。 
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各市の文化財保存活用地域計画等 

 

１ 横須賀市 

「史跡東京湾要塞跡猿島砲台跡千代ケ崎砲台跡保存活用計画」の策定 

「史跡東京湾要塞跡猿島砲台跡千代ケ崎砲台跡整備基本計画」の策定 

 

２ 呉市 

「呉市文化財保存活用地域計画」の策定（令和３年～５年策定予定） 

日本遺産構成文化財を含めた地域の多様な文化財の掘り起しを行い、新たに見い

だされた文化財の保護につなげるとともに、地域全体で文化財の保存・活用・継承

の推進を図る。 

また、「くれ歴史文化遺産パートナー」を育成し、文化財保存活用支援団体とし

ての指定を目指す。 

 

「文化・芸術体験活動事業（ふるさと文化探訪事業）」の実施 

国の「重要文化財」である入船山記念館（日本遺産構成文化財）や呉の文化や歴

史を紹介している大和ミュージアムを訪ねることにより、呉市の文化と歴史を知り、

郷土呉市を愛する心を育てる目的として、小学校高学年を対象にふるさと文化探訪

事業を実施している。 

 

３ 佐世保市 

「日本遺産ユニークベニュー」「旧軍港市からの教育旅行の受け入れ」の実施 

日本遺産「鎮守府」の構成文化財を活用したユニークベニュー（アート展等）の 

取組による集客対策を実施している。 

 また、日本遺産「鎮守府」の歴史ストーリーの次世代への継承のために、認定地

域の小・中学校、高校、生涯学習等における学習体験の機会創出並びに教育旅行を

活用した啓発普及の取組を推進している。 

 

「旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設保存活用計画」 

旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設は、１９１８（大正７）年から１９２２

（大正１１）年に旧海軍によって建設された長波無線施設である。平成２５年３月

に重要文化財の指定受け、同施設の適切な保存・管理と公開活用にあたっての方針

として、平成２６年６月に本計画を策定した。日本遺産「鎮守府」認定後は、本市

日本遺産構成文化財の中心となる施設として、多く皆様に関心をもっていただける

よう取り組んでいるところである。２０２２年は建設から１００年を迎え、記念シ

ンポジウムなどのイベントを開催する予定である。 
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「立神広場整備活用計画」 

立神広場は、１８８９（明治２２）年に開庁した佐世保鎮守府の関連施設で、明

治期から昭和期の建物遺構が残る埋蔵文化財包蔵地である。敷地内には、市内にお

ける最古級の煉瓦倉庫（現：立神音楽室）が現存する。これらは現在、国有財産（財

務省）であり、佐世保市では昭和 62 年に国から管理委託を受けている。この立神

広場について、その価値を顕在化し、軍転法に基づく国から本市への譲渡を目指す

とともに、文化財の価値を活かした歴史公園及び日本遺産「鎮守府」拠点施設とし

ての整備を図るため、適切な保存と整備活用などに関する基本的な方針について平

成３１年３月に策定したものである。 

 

【整備計画（案）】 

・日本遺産「鎮守府」ガイダンス施設（新築） 

・展示・休養施設（既存煉瓦倉庫） 

・埋蔵遺構の基礎を公開した芝生広場 

・周辺を展望できる築山 など 

 

４ 舞鶴市 

「舞鶴市文化財保存活用地域計画」（令和３年度～１２年度） 

  ※令和３年７月１６日文化庁認定 

 

（以下、日本遺産関連個所抜粋） 

基本方針１：歴史文化の魅力を探る・学ぶ 

 ・調査の継続と史跡整備等 

舞鶴を特徴づける遺産（日本遺産構成文化財含む）の調査を進める。 

基本方針２：歴史文化の魅力を活かす・発信する 

 ・歴史文化遺産を活用した観光振興 

 ・舞鶴らしい歴史的建造物（日本遺産構成文化財含む）の活用 

 ・地域素材を活かした特産品づくりなどの企画開発と６次産業化 

 ・歴史文化遺産の多様なプロモーションの拡充 

 ・資料館等の連携による情報発信の強化 

基本方針５：歴史文化ストーリーを構成する関連文化財群の保存・活用を進める 

オ．関連文化財群「舞鶴鎮守府開庁により築かれた歴史文化」の保存・活用 

 ・旧舞鶴鎮守府関連文化財群の総合調査の実施 

 ・赤れんが倉庫群の保存・活用 

 ・日本遺産構成文化財の活用 

 ・赤れんが倉庫群での展示拡充 

 ・歴史的建造物の活用機会の創出 

 ・赤れんが周辺の景観づくり 



【添付資料６】

「旧軍港市日本遺産活用推進協議会」令和４年度～令和６年度事業計画表（案）　（「日本遺産を通じた地域活性化計画」事業区分整理表）

Ｈ28年度～R3年度で実施した事業 今後３年間（R4年度～R6年度）で取り組む事業（各市実施分を含む。）
R４

(2022)
R５

(2023)
R６

(2024)
　
　○取組テーマ（課題）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○将来の姿
　　①組織整備（体制強化・民間連携）　　　　　　　　　　　・四市の魅力・価値を将来に向けて継承、発信
　　②戦略立案（データ収集・観光戦略）　　　　　 　　　　 ・広域周遊の実現、鎮守府のブランド化
　　③四市の魅力・価値の継承（啓発）、発信　　　　　　　・各都市の活性化、持続可能な地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※四市価値の明確化、日本遺産を核とした広域的な都市間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連携の推進（モデル）、平和理念の追求
　○年度別重点取組テーマ
　　・令和４年度　「組織整備・戦略立案」（民間連携・協働推進）→事業運営体制の強化、多様な主体との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連携促進、マーケティング調査
　　・令和５年度　「魅力・価値の継承（啓発）」　→　継承、普及啓発、人材育成
　　・令和６年度　「魅力・価値の発信」　　　 　　→　周遊促進、インバウンド

「組織整備・
戦略立案」
（民間連携・
協働推進）

「継承・啓発」
（普及啓発・
人材育成）

「発信」
（周遊促進・

インバウンド）

・協力企業連携（近畿日本ツーリスト）（H30～R1）
・四市信用金庫ファムツアー（R2～） 　※「日本遺産地域活性化支援事業」「日本遺産学術調査研究会」「四市信用金庫ファムツアー」「旅行商品造成・艦船
・日本遺産地域活性化支援事業（R2～） 　クルーズ」等の各事業を通じて、民間事業者等の多様な主体と連携促進
・日本遺産学術調査研究会（シンポ）（R2～）

☆（拡）協議会運営体制の強化（運営ワーキンググループの設置、民間連携体制の明確化、事務局体制の検討等） ● ○ ○
 　（継）年度目標、事業計画等の策定 ○ ○ ○

・周遊促進事業・マーケティング（R3） ☆（拡）協議会ＨＰ、ＳＮＳ等を通じたマーケティング調査（認知度・ニーズ調査等） ● ○ ○
★（新）次期地域活性化計画等の策定、戦略立案の強化 ○ ○

・ガイド育成・交流事業（H29～H30）  　（継・市）ガイド育成（ボランティアガイド養成講座等） 各市 各市 各市
 　（継）ガイド交流事業（四市ガイドの相互交流・研鑽） ● ○
☆（拡・市）「地域プレイヤー（団体）」の育成・支援（ガイド、保存・活用団体等の育成、組織化支援等） 各市 各市 各市
★（新・市）「地域プロデューサー」の育成・支援（各市の観光協会、DMO等の育成、連携、支援等） 各市 各市 各市

・四市共通案内板の設置（H28～H29） ☆（拡・市）日本遺産構成文化財解説案内板等の多言語化 各市 各市 各市
・ストーリーブック・ガイドブックの作成（H28）  　（継）四市共通ストーリーブック・ガイドブックの作成（内容更新・増刷）（多言語ガイドブックを含む。） ○
・多言語ガイドブックの作成（H29） ★（新）協議会ＨＰの多言語化 ○
・リビングヒストリー（R1） ★（新・市）日本遺産ガイドセンター等の拠点整備 各市 各市 各市
・東郷元帥ゆかりのイチョウ植樹（R2～R3）

・ファムトリップの実施（エージェント・海外等）（H29～H30） ☆（拡）ライト層誘客促進・情報発信事業（仮）→ANAのHPでの誘客事業の継続 （検討） ● 〇
・四市周遊スタンプラリー（H29～R2） ☆（拡）コア層周遊促進エンゲージメント向上事業（仮）→御朱印を活用した四市周遊事業の実施 （検討） （検討） ●
・首都圏グルメイベント（R1～）  　（継）旧軍港四市グルメ交流会（四市連携イベント）（R4佐世保市） ○ ○ ○
・ナッチャンWorldイベント（R2～R3）　※コロナ未開催  　（継）「ナッチャンWorld」（四市連携イベント） （検討） ○
・クルーズ船誘致検討（R2～）  　（継）クルーズ船誘致事業 （検討） ● ○
・周遊促進事業・マーケティング（R3）　※再掲  　（継）日本遺産地域活性化支援事業（信用金庫等と連携した商品開発等の総合支援） 〇 〇 〇
・日本遺産地域活性化支援事業（R2～）　※再掲  　（継・市）旅行会社・DMO等と連携した旅行商品の造成、体験コンテンツ開発・提供等 各市 各市 各市

 　（継・市）各市観光施策等との連動（拠点整備、体験コンテンツ開発等） 各市 各市 各市

・「鎮守府フェスティバル」(H28）  　（継）「日本遺産シンポジウム」（日本遺産学術調査研究会との連携） ●
・「旧軍港市フォーラム」(H29～H30）  　（継）日本遺産学術調査研究会（R4佐世保市、R5横須賀市、R6舞鶴市） ○ ○ ○
・「日本遺産WEEK」（H28～R3） ☆（拡）「日本遺産マンス」（日本遺産構成文化財の特別公開等） ○ ○ ○
・日本遺産学術調査研究会（シンポ）（R2～）　※再掲  　（継）東郷元帥ゆかりのイチョウ事業（R4舞鶴市、R7佐世保市） ○

 　（継・市）小学生向け普及啓発（出前講座・現地学習等） 各市 各市 各市
 　（継・市）地域住民向け普及啓発（講演会・講座・ＷＳ等） 各市 各市 各市
 　（継・市）教育旅行の誘致 各市 各市 各市
 　（継・市）各市文化施策等との連動（文化財の保存・活用、支援団体の育成等） 各市 各市 各市

・各種媒体（雑誌・メディア等）による情報発信（H28～）  　（継）各種媒体（雑誌・メディア等）を通じた情報発信 ○ ○ ○
・協議会ＨＰ、ＳＮＳによる情報発信 ☆（拡）協議会ＨＰ、ＳＮＳ（フェイスブック）等を活用した情報発信（顧客とのエンゲージメントの醸成） ● ○ ○
・周遊促進事業・マーケティング（R3）　※再掲 ★（新）インバウンド向け情報発信（四市ストーリー、観光素材等） ●
・インバウンド向け情報発信

2
戦略立案
（長期的戦略・マーケティン
グ調査）

事業区分

1
組織整備
（地域間連携・リーダーシッ
プ・民間連携）

6
普及啓発
（学校を通じた普及活動・地
域での高い認知度）

7

情報編集・発信
（継続的な情報発信体制・顧
客とのエンゲージメント：関
係性・つながり）

3

人材育成
（地域プロデューサー・地域
民間プレイヤー・日本遺産ガ
イド）

4

整備
（ストーリーを伝える仕組み・
構成文化財の継承（ハード・
ソフト））

5
観光事業化
（ストーリーの体験・観光イン
フラ・商品化体制）

年度別テーマ

※「●」：重点取組

※「★」：新規事業 「☆」：拡充事業


